
・東北地方太平洋沖地震 全力で震災被災地を支援　　　 

・職員人事異動　ほか　 
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成人式に593人が出席 
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成
人
式
に
５
９
３
人
が
出
席 

平
成
22
年
度
京
丹
後
市
の
新
成
人
は
7
4
3
人 

「旅行会社で働きたい」 
西田 麻美さん（大宮町三坂） 
 「就職した－い!!」 

吉田 理恵さん（峰山町新治） 
 

「責任を持ち行動する」 
北垣 翔平さん（久美浜町河梨） 
 

「外国に行き、客観的に日本を見つめ直す」 
沖佐々木 瞳さん（網野町島津） 

「教師になるぞ！」 
中道 章弘さん（久美浜町東本町） 
 

「意志を貫く大人になりたい」 
濱岡 高平さん（網野町小浜） 
 

「世界の先頭を走るエンジニアになりたい」 
高野 貴仁さん（網野町郷） 

「かっこいい社会人になって、 
　　　　　　一人前になりたい」 
和田 亮輔さん（久美浜町三谷） 
 

 
 
 地震は一瞬にして文明を破壊しました。
道路を壊し、町を壊し、そして大切なそ
れぞれの故郷やかけがえのない家族を
奪いました。 
 「普通の生活がどれほど幸せだったか･･」
　波に流されて家を失った幼い女の子
の言葉が、私の胸に突き刺さりました。 
　二十歳になった私は、もう少しすれ
ば看護師として、命の現場に飛び込ん
でいきます。確かな医療技術を身につけ、
さまざまな困難にも立ち向かえる勇気
を持ちたいと思います。 
 被災地にいる二十歳の皆さんも絶対
に諦めないでください。私たちは心を
ひとつにして皆さんのことを応援して
います。希望を胸にこの危機を乗り越
えましょう。 
　一日でも早く、一人でも多くの人に
笑顔が戻ってきますように願っています。 

今被災地にいる 二十歳の皆さんへ（抜粋） 

清水彩加さん 
二十歳の抱負　カッコ内は出身地 
は た ち  

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う「
京

丹
後
市
成
人
式
」が
３
月
20
日
、

府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
22
年
度
の
新
成
人
は
、
７

４
３
人
（
男
性
３
８
１
人
、
女

性
３
６
２
人
）
で
、
う
ち
５
９

３
人
が
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。 

　
開
式
に
先
立
ち
、
３
月
11

日
発
生
の
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
の
犠
牲
者
に
対
し
、

全
員
が
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。 

　
式
典
で
は
、
中
山
市
長
を

は
じ
め
来
賓
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、
米
田

教
育
長
か
ら
新
成
人
を
代
表

し
て
、
加
島
智
美
さ
ん
（
久
美

浜
町
）
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
守
山
駿
平
さ
ん

と
中
江
恵
美
さ
ん
（
表
紙
・
目

次
下
段
）が「
二
十
歳
の
主
張
」

を
力
強
く
発
表
。
清
水
彩
加

さ
ん
（
久
美
浜
町
）
が
、
こ
の

地
震
の
被
災
地
に
い
る
新
成

人
に
向
け
、「
絶
対
に
諦
め
な

い
で
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は

心
を
一
つ
に
し
て
応
援
し
て

い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
左

上
）
を
送
り
ま
し
た
。
　 

東北関東大震災の被災者への義援金を募る新成人 被災地へのメッセージを述べる清水彩加さん 開式に先立ち、全員が黙とう 

13

2

①米田教育長から記念品を受け取る加島智美さん②峰山地域公民館大会議室でプロジ
ェクターによる式典の映像を見守る保護者ら③各町ごとに行われた集合写真撮影 

市政トピックス 

まちのわだい 

情報ファイル 

京丹後人 12

全力で震災被災地を支援／くみはまSAN-
KAIKAN「道の駅」に登録／ほか 

職員人事異動 

ボランティアなど200人が琴引浜に松を植樹／
久美浜・湊地区の名所22選に標柱設置　ほか 

京たんごスポーツ／生命の絆／市の文化
財／図書館だより／広報クイズ　ほか 

京都府のひろば Ｐ14

健康だより 

Ｐ2

Ｐ6

Ｐ8

みんなの広場 

Ｐ15

Ｐ16

Ｐ12

Ｐ18

Ｐ24

Ｐ20

市政guideガイド 

「酒肴もん屋」（丹後町） 

目　次 
index

守山 駿平さん （網野町網野） 
やま  もり  ぺい  しゅん  

今月の笑顔 

表紙企画「今月の笑顔今月の笑顔」に登場していただけるかたを募
集しています。ご希望のかたは広報係（蕁69-0110）
までご連絡ください。 

成人式に593人が出席 

消防の広場 
消防統計2010

二十歳の主張発表者 
 ２人の「二十歳の主張」の要旨を紹介します。 

中江 恵美さん （丹後町徳光） 
え  なか  み  え  

　今こうして羽織はかまに身を
包み、成人式を迎えられている
ことを誇らしく思います。 
　僕たちはもう二十歳です。夢

を追いかけた果てに何があるのかを見つけだすと
きがきました。京丹後市の皆さん、これからの僕
たちを見てください。「ゆとり世代」で育った僕た
ちがどこまでやれるかを。きっと何か新しい風を、
ここ丹後に吹かせてみせます。 

　二十歳になって、バスガイ
ドの仕事のほかに、休みを利
用して福祉施設のボランティ
アスタッフとして働いたり高
校生から社会人まで楽しめる
サークルに入ったりしました。その中で、人の温
かみを肌で感じることができました。 
　このたくさんの経験を今後に生かして、年を重
ねる中で、いつか笑顔と笑顔が交わっていくこと、
生み出すことを仕事にしたいです。 
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消防団協力事業所表示マーク 

くみはまSANKAIKAN

久美浜湾 

久美浜町 

丹後神野駅丹後神野駅 

甲山駅甲山駅 
久美浜駅久美浜駅 

丹後神野駅 

甲山駅 
久美浜駅 

市民の皆さんから寄せられた大量の支援物資（大宮社会体育館で3月22日午後4時） 

給水車を派遣し被災者を支援（岩手県大槌町で3月19日午前11時） 

▲
 

3月19、26日の折り込みチラシ 

　丹後地域地場産業振興センター（網野町）は、情報通信技術（ICT）

を活用し、丹後地域の農林水産物などを集めてグルメ情報検索サ

イト「ぐるなび」で販売する「丹後産品集積活性化事業」に取り組

んでいます。総務省の「情報通信技術地域人材育成・活用事業交付

金」を受けて行う事業で、交付額は1億3,000万円。 

　集荷や販売の管理システムを同センターが構築し、商品の受注・

出荷などは地元農家などでつくる「Re.丹後有限責任事業組合」に

業務委託。同組合の橋本幸憲代表は「23年度は1～2億円の売り上

げを目指す」としています。 

　同組合では、事業に協力してもらえる生産者を募集しています。

詳しくは、丹後地域地場産業振興センター（蕁72-5261）まで。 

　
同
施
設
は
、
生
産
者
と
消
費

者
の
交
流
、
都
市
農
村
交
流
、
地

産
地
消
の
推
進
な
ど
の
拠
点
と

し
て
、
平
成
11
年
、
旧
久
美
浜
町

や
Ｊ
Ａ
な
ど
が
開
設
。
現
在
は

㈱
く
み
は
ま
縣
が
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
て
お
り
、
地
元

農
家
な
ど
が
生
産
し
た
農
林
水

産
物
や
地
酒
な
ど
、
地
域
の
特

産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

　
道
の
駅
へ
の
登
録
は
、
弥
栄

町
の
「
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
」
、

丹
後
町
の
「
て
ん
き
て
ん
き
丹
後
」

に
続
き
市
内
３
カ
所
目
。
今
回

の
登
録
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
な
ど
へ
の
掲
載
が

促
進
さ
れ
、
交
流
人
口
の
増
加

な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。 

 

　
久
美
浜
町
浦
明
の
総
合
交
流
販
売
施
設
「
く
み
は
ま
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」
が
こ
の
ほ
ど
、
国
土
交
通
省
が
認
定
す
る
休
憩
施
設
「
道

の
駅
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

　
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
を
顕

彰
す
る
、
消
防
庁
の
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
」
で
、
日
進
製
作
所
（
峰
山
町
千
歳
）
と

マ
ル
キ
建
設
（
大
宮
町
周
枳
）
の
２
事
業
所
が

認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

　
同
制
度
は
、
近
年
消
防
団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
化
が
進
む
中
、
地
域
の
消
防
活
動
の
た
め
に

は
事
業
者
の
理
解
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
協

力
的
な
事
業
所
を
顕
彰
す
る
も
の
。
今
回
の
認

定
は
従
業
員
数
に
対
す
る
団
員
の
比
率
の
高
さ

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
府
内
で
は
初
め

て
の
認
定
と
な
り
ま
す
。 

家や自転車のカギかけなどの身近な防犯対策
について、再度確認してくださいね。 毎月15日は「京丹後市・防犯の日」 

消
防
庁
の
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
に
府
内
初
認
定 

日
進
製
作
所
と
マ
ル
キ
建
設
の
２
社 

消防 　
地
震
発
生
か
ら
約
５
時
間
後

の
３
月
11
日
午
後
７
時
、
市
消

防
職
員
５
人
が
現
地
に
向
け
出
発
。

京
都
府
内
他
地
域
の
救
援
隊
と

と
も
に
、
主
に
宮
城
県
南
三
陸

町
で
け
が
人
な
ど
の
救
助
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人

員
を
交
代
し
な
が
ら
懸
命
な
救

命
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
３
月
16
日
早
朝
に
は
、
市
職

員
４
人
と
給
水
車
を
現
地
に
派

遣
（
左
写
真
）。
岩
手
県
盛
岡
市

を
拠
点
に
、
被
災
者
へ
の
給
水

支
援
を
行
い
ま
し
た
。 

  

　
市
は
地
震
発
生
の
翌
日
か
ら

市
役
所
各
庁
舎
、
福
祉
事
務
所

に
募
金
箱
を
設
置
。
10
日
余
り

で
５
０
０
万
円
を
超
え
る
義
援

金
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
福
島
県
相
馬
市
か
ら

の
緊
急
要
請
を
受
け
、
３
月
17

日
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
救

援
物
資
の
受
け
入
れ
を
開
始
。

大
量
の
物
資
が
寄
せ
ら
れ
、
同

月
19
日
に
職
員
ら
が
相
馬
市
に

輸
送
。
３
月
25
日
ま
で
に
３
便

に
わ
た
り
輸
送
し
、
届
け
た
物

資
は
、
白
米
８
２
５
７
㌔
、
タ
オ

ル
２
８
４
１
枚
、
毛
布
２
６
３

枚
の
ほ
か
、
カ
イ
ロ
や
食
料
、
衣

服
な
ど
多
数
に
及
び
ま
す
。 

  

　
市
で
は
、
被
災
者
が
市
営
住

宅
や
公
共
宿
泊
施
設
に
入
居
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
に
加
え
、

市
内
の
空
き
住
宅
や
社
宅
を
無

償
貸
与
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

を
募
集
。
被
災
者
の
受
け
入
れ

体
制
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
募
集
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

折り込みチラシで最新情報を提供 

「道の駅」に登録された「くみはまSANKAIKAN」（久美浜町浦明） 

Re.丹後有限責任事業組合（LLP）の運営方針を発表する橋本代表（右）ら 

道
の
駅
＝
休
憩
機
能
、
情
報
発

信
機
能
、
地
域
の
連
携
機
能
の

３
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
休
憩

施
設
。
国
土
交
通
省
が
認
定
し
、

全
国
に
９
７
０
カ
所
あ
る
。 

う
ら 

け
ん 

け 

サ 

イ 

カ 

ン 

ン 

カ 

ゆき のり 

　本市の取り組み状況や今後の支援方針など
最新の情報を、新聞朝刊の折り込みチラシで
適宜お知らせしています。 

　救援物資については、被
災地で必要とされる物資は
状況に応じて変わるため、
被災地からの要請に基づき
品目を限って募集していま
す。チラシの内容をよくご
確認の上ご協力ください。 

市災害支援対策本部事務局（総務課内・蕁69-0140） 
市ホームページ：http://www.city.kyotango.lg.jp

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
　
東
日
本
を
襲
う

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
　
東
日
本
を
襲
う 

　
３
月

　
３
月
11
日
午
後
２
時

日
午
後
２
時
46
分
頃
、

分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
が
発
生
、

０
の
巨
大
地
震
が
発
生
、
東
北
地
方
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も

東
北
地
方
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
消
防
職
員
ら
で
組
織
す
る
救

市
は
消
防
職
員
ら
で
組
織
す
る
救

援
隊
や
市
職
員
ら
給
水
支
援
隊
の
派
遣
、

援
隊
や
市
職
員
ら
給
水
支
援
隊
の
派
遣
、
救
援
物
資
の
提
供
な
ど
あ
ら

救
援
物
資
の
提
供
な
ど
あ
ら

ゆ
る
方
法
で
被
災
地
を
支
援
。

ゆ
る
方
法
で
被
災
地
を
支
援
。
今
後
も
、

今
後
も
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興

被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興

を
願
い
、

を
願
い
、
全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
が
発
生
、
東
北
地
方
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
消
防
職
員
ら
で
組
織
す
る
救

援
隊
や
市
職
員
ら
給
水
支
援
隊
の
派
遣
、
救
援
物
資
の
提
供
な
ど
あ
ら

ゆ
る
方
法
で
被
災
地
を
支
援
。
今
後
も
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興

を
願
い
、
全
力
を
あ
げ
て
応
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

全
力
で
震
災
被
災
地
を
支
援

全
力
で
震
災
被
災
地
を
支
援
 

全
力
で
震
災
被
災
地
を
支
援
 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
　
東
日
本
を
襲
う 

災害支援 

「
道
の
駅
」
に
登
録 

地
元
特
産
物
を
Ｐ
Ｒ 

交
流
人
口
の
増
加
に
期
待 

交流 

ICTを活用して販売管理システムを構築 

丹後産品を「ぐるなび」で販売 
産業 

く
み
は
ま 

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ 

発
生
５
時
間
で
救
援
隊
を
派
遣
 

米
８
千
㌔
な
ど
大
量
の
物
資
を
輸
送
 

被
災
者
を
受
け
入
れ
る
住
宅
を
募
集
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商
工
会
法
施
行
50
周
年
を
記
念
し
、
３
月
24
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮

町
）
で
、
元
読
売
テ
レ
ビ
報
道
局
解
説
委
員
長
の
辛
坊
治
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

（
市
商
工
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
辛
坊
さ
ん
は
、
読
売
テ
レ
ビ
の
番
組
「
ウ
ェ
ー

ク
ア
ッ
プ
！
ぷ
ら
す
」
な
ど
に
出
演
し
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
。
講
演
で
は
、

「
報
道
の
現
場
か
ら
〜
明
日
の
ニ
ッ
ポ
ン
の

行
方
〜
」
と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
材
経
験

か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
笑
い
を
交
え
な

が
ら
語
り
ま
し
た
。 

　
読
売
テ
レ
ビ
に
入
社
し
た
ば
か
り
の
こ

ろ
、
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
ゃ
べ
る
の
が

苦
手
だ
っ
た
と
い
う
辛
坊
さ
ん
。「
あ
る
と

き
、〝
し
ゃ
べ
る
〞
よ
り
も
〝
聞
く
〞
ほ
う
が

は
る
か
に
難
し
い
こ
と
に
ふ
と
気
付
い
た
。

そ
れ
を
常
に
意
識
す
る
こ
と
で
、
ど
う
す

れ
ば
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
の
か
を
考
え
な
が

ら
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、「
現
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
、
誰
も
が
自
分
の
意
見
を
全
世
界

に
発
信
で
き
る
時
代
」
と
し
た
上
で
、「
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
い
が
、
た

く
さ
ん
集
ま
れ
ば
大
き
な
〝
世
論
〞
と
な
っ

て
、
日
本
を
変
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
力
に

な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
独
立
行
政
法
人
「
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
の
丹
後
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
大
宮
町
河
辺
）
が
平
成
23
年
３
月
末
で
廃
止
さ
れ
る
の
を

受
け
、
丹
後
地
域
職
業
訓
練
協
会
（
理
事
長
・
中
山
京
丹
後
市
長
）
は
、

23
年
４
月
か
ら
別
の
２
施
設
に
場
所
を
移
し
て
職
業
訓
練
事
業
を
維

持
・
継
続
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

4月から職業訓練が実施される京都府立丹後勤労者福祉会館（大宮町河辺・丹後地域職業訓練
センター隣） 

燃費計を見ながら、アクセルの踏み方
などを指導する小林さん（写真奥） 

ホームページに掲載している各地区の
紹介 

中山市長に答申書を手渡す小西会長（中央）と梅
田副会長（右） 

新たに協定を結び、引き続き連携して集落の維持・
活性化に向けて取り組むことを誓った関係者ら 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
56
年
に
開
設
。
丹

後
２
市
２
町
な
ど
で
構
成
す
る
丹
後
地
域

職
業
訓
練
協
会
が
同
機
構
か
ら
運
営
委
託

を
受
け
、
中
小
企
業
従
業
員
や
離
職
者
な

ど
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
訓
練
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
平
成
21
年
12
月
、
国
の〝
事
業

仕
分
け
〞
に
よ
り
廃
止
の
方
向
へ
。
22
年
８

月
に
は
機
構
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
無
償
譲
渡

が
本
市
に
提
示
さ
れ
た
も
の
の
、
市
は
「
維

持
費
が
高
額
に
な
る
う
え
、
国
の
責
任
と

財
源
措
置
が
不
明
確
」
と
し
て
拒
否
。
ま
た
、

府
市
長
会
や
全
国
市
長
会
で
議
題
に
あ
げ
、

国
へ
の
重
点
要
望
事
項
に
盛
り
込
む
な
ど
、

関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
セ
ン
タ
ー
の

存
続
を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
23
年
２
月
23
日
、
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
４
月
か
ら
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
す
る
府
立
丹
後
勤
労
者
福
祉
会
館
と
峰

山
地
域
公
民
館
（
峰
山
町
）
で
職
業
訓
練
事

業
を
継
続
。
簿
記
講
座
な
ど
既
存
の
も
の

に
加
え
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、

専
門
性
の
高
い
講
座
を
新
設
し
ま
す
。 

　
同
協
会
は
「
セ
ン
タ
ー
の
〝
施
設
〞
は

廃
止
さ
れ
る
が
、
引
き
続
き
丹
後
地
域
の

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
職
業
訓
練
機

会
を
提
供
し
て
い
く
。
中
小
企
業
従
業
員

や
求
職
中
の
か
た
に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
、
各
地
区
の
概
要
や
独
自
の
取
り
組

み
な
ど
を
地
区
の
住
民
自
ら
が
発
信
・
掲

載
す
る
「
ふ
る
さ
と
京
丹
後
・
地
域
を
紹
介
」

コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
も
ら
い
、

各
地
区
の
取
り
組
み
・
特
色
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

を
進
め
る
こ
と
が
目
的
。
各
地
区
独
特
の

祭
り
や
伝
統
、
産
業
な
ど
を
、
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
だ
掲
載
地
区
は
少
な
い
で
す
が
、
今

後
、
市
内
全
地
区
の
掲
載
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す

る
地
区
の
か
た
は
、
市
民
協
働
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
（
小

西
恭
子
会
長
・
15
人
）
は
３
月
７
日
、
市
が

諮
問
し
て
い
た
「
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（
後
期
）
案
」
お
よ
び
「
市
男
女
共
同
参
画

条
例
案
」
の
審
議
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

中
山
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。 

　
同
計
画
は
平
成
18
年
の
策
定
か
ら
５
年

が
経
過
。
市
は
こ
の
間
の
施
策
の
実
施
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
て
計
画
を
見
直
し
、
併

せ
て
条
例
を
制
定
す
る
た
め
、
22
年
９
月
、

同
審
議
会
に
諮
問
。
審
議
会
が
６
回
に
わ

た
り
研
究
・
審
議
し
、
こ
の
ほ
ど
答
申
し

た
も
の
で
す
。 

　
後
期
計
画
案
は
、
重
点
目
標
に
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」、「
生
活
支
援
・

在
宅
福
祉
対
策
・
保
育
支
援
の
推
進
」
を

挙
げ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。 

　
市
は
答
申
案
を
基
本
と
し
て
、
条
例
の

制
定
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮
町
）
で

３
月
22
日
、
市
内
事
業
者
を
対
象
と
し
た

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
（
低
燃
費
な
運
転
）」
講

習
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
17
人
が
環
境

に
優
し
い
車
の
運
転
技
術
を
学
び
ま
し
た
。 

　
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
東

京
都
）
の
小
林
紀
さ
ん
が
講
演
し
、「
発
進

す
る
と
き
は
一
気
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ま
ず
、

緩
や
か
に
加
速
す
る
」「
前
方
の
状
況
に
注

意
し
て
、
赤
信
号
が
見
え
た
ら
ア
ク
セ
ル

か
ら
足
を
離
し
て
惰
性
で
走
行
」
な
ど
燃

費
を
良
く
す
る
こ
つ
を
説
明
。「
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減

が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
」
と
積
極
的
な
導

入
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
実
車
教
習
で
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
。「
意
識
し
な
い
と
な
か

な
か
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
心
が

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
連
携
し
て
集
落
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
、
市
内
３
集
落
と

京
都
市
内
の
３
大
学
が
こ
の
ほ
ど
、
引
き

続
き
連
携
し
て
い
く
た
め
の
「
ふ
る
さ
と

共
援
組
織
第
２
次
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。 

　
丹
後
町
上
山
、
同
町
矢
畑
、
久
美
浜
町

甲
坂
の
３
集
落
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

京
都
大
学
、
立
命
館
大
学
、
龍
谷
大
学
（
い

ず
れ
も
京
都
市
）
と
連
携
し
て
、
環
境
整

備
な
ど
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
22
年
度
末
に
協
定
期
間
が
満
了
す
る
も

の
の
、
各
集
落
や
大
学
か
ら
「
引
き
続
き

連
携
し
て
活
動
し
た
い
」
と
の
声
が
多
数

に
上
り
、
再
度
協
定
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
期
間
を
定
め
ず
に
連
携

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
３
月
17
日
に
は
協
定
書
の
調
印
式
が
市

役
所
で
開
か
れ
、
関
係
者
ら
が
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

「
ふ
る
さ
と
京
丹
後
・
地
域
を
紹
介
」 

 http://w
w
w
.city.kyotango.lg.jp/shisei/ 

 furusato/kyodo/chiiki
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座
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ど
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丹
後
地
域
職
業
訓
練
協
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蕁
６
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） 会場を笑いに包んだ辛坊さんの講演（アグリセンター

大宮で） 

市
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事
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結
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 市長直轄組織  

  秘書広報広聴課  　服部　　忍 （行財政改革推進課） 

    　高倉　　遼 （農業委員会事務局） 

 医 療 部 
   部長 ○梅田　純市 （医療政策課課長） 

  医療政策課 課長 ○渡邉　　歩 （秘書広報広聴課課長補佐） 

    　小森　教正 （産業雇用総合振興課） 

 議会事務局 
  議会総務課  　平田有希子 （新規採用） 

 市 民 部 
   理事 ○東　　和彦 （丹後市民局長） 

    　〔丹後市民局長兼務〕 

  市民課 課長補佐 　坪倉　啓子 （会計課課長補佐） 

   課長補佐 ○大江　　裕 （市民課） 

    　太田　耕作 （網野最終処分場） 

    　安積智代美 （弥栄市民局） 

    　田中沙智代 （久美浜市民局） 

  市民協働課 課長補佐 　西村誠志郎 （農政課課長補佐） 

    　村田　雅之 （企画政策課） 

  子ども未来課 課長 　後藤　圭治 （峰山市民局長） 

   課長補佐 ○友松　尚文 （子ども未来課） 

    　吉岡　祥嗣 （観光振興課） 

    　野村亜紀子 （健康推進課） 

    　金森　礼記 （新規採用） 

  峰山市民局 市民局長 ○平林　順一 （峰山市民局局長補佐） 

   局長補佐 ○高野美加代 （峰山市民局） 

   局長補佐 ○岩城　宏之 （峰山市民局） 

    　中村亜希子 （保険事業課） 

    　花満　昌輝 （土木課） 

    　闍野　聡顕 （新規採用） 

  大宮市民局 市民局長 ○糸井　正彦 （大宮市民局局長補佐） 

   局長補佐 ○鈴木　常敏 （大宮市民局） 

   局長補佐 ○田中　寿夫 （管財・収納課） 

    　川口　敏一 （市民課） 

    　吉田　茂喜 （市民協働課） 

    　松村　麻美 （新規採用） 

  網野市民局 市民局長 ○谷口　栄司 （網野市民局局長補佐） 

   局長補佐 　森　　勇雄 （産業雇用総合振興課課長補佐） 

    　吉岡　朝美 （税務課） 

    　松本　勝年 （下水道整備課） 

    　小北　景子 （税務課） 

    　森　　友宏 （新規採用） 

  丹後市民局 局長補佐 ○道家　城作 （情報政策課） 

    　下岡　正宗 （新規採用） 

  弥栄市民局 市民局長 ○川戸　一生 （障害者福祉課課長補佐） 
    　西井喜代美 （障害者福祉課） 

    　上田　将志 （新規採用） 

  久美浜市民局 市民局長 ○月岡　良子 （久美浜市民局局長補佐） 

   局長補佐 ○志村　和弘 （総務課） 

    　田中　光男 （監査委員事務局） 
    　岡本　達也 （新規採用） 

 健康長寿福祉部 
   部長 ○中村　悦雄 （生活福祉課課長） 

   理事 ○中村八寿子 （長寿福祉課課長補佐） 

    　〔生活福祉課長兼務〕 

   参事 ○谷口　幸作 （普及推進・料金課課長） 

  生活福祉課 課長補佐 ○岸田　豊広 （生活福祉課） 

    　田宮　　均 （税務課） 

    　松川　秀之 （財政課） 

    　西　　智宏 （税務課） 

    　岡下慎太郎 （新規採用） 

  障害者福祉課 課長補佐 ○野村　俊彰 （障害者福祉課） 

    　小谷美保子 （長寿福祉課） 
    　大門　友美 （管財・収納課） 

  長寿福祉課 課長補佐 　川戸　泰博 （総務課課長補佐） 

    　志水　直美 （網野市民局） 
    　佐川　清隆 （人事課） 

  健康推進課 課長補佐 ○金木　泰憲 （税務課） 

    　永井千映子 （新規採用）    

  保険事業課 課長 ○山形　健一 （税務課課長補佐） 

   課長補佐 　木村　裕一 （情報政策課課長補佐） 

    　中道　洋介 （生活福祉課） 

    　井上　尚美 （新規採用） 

 農林水産環境部 
  農政課 課長 ○小森　康弘 （農政課主幹） 

   主幹 ○荻野　正樹 （市民協働課課長補佐） 

    　下戸　裕子 （産業雇用総合振興課） 

    　堀江　亮平 （新規採用） 

  農林整備課 課長 ○増馬　孝之 （農林整備課課長補佐） 

   課長補佐 　吉村　　真 （大宮市民局局長補佐） 

   課長補佐 ○河嶋　英一 （下水道整備課） 

    　橋　　恭平 （海業水産課） 

  海業水産課 課長補佐 ○岡野　　勲 （海業水産課） 

    　溝尻　尚敏 （産業雇用総合振興課） 

    　野村　尚子 （管理課） 

  環境バイオマス推進課  　中村　孝幸 （社会教育課） 
    　松本　　優 （農政課） 

 企画政策部 
   次長 ○新井　清宏 （商工観光部理事） 

    　〔危機管理監兼務〕 

  企画政策課 課長 　下岡啓二郎 （観光振興課課長） 

   主幹 ○竹内　昌明 （企画政策課課長補佐） 

   課長補佐 ○小山　　登 （網野市民局） 

  総務課 課長 　小石原利和 （監査委員事務局長） 

   課長補佐 　宮本　富夫 （峰山市民局局長補佐） 

  人事課 課長 　中村　和幸 （総務課課長） 

   課長補佐 　田中　英樹 （環境バイオマス推進課課長補佐） 

    　　司　裕美 （新規採用） 

  情報政策課  　中川　享一 （普及推進・料金課） 

    　梅田あすか （新規採用） 

 保 育 所 
  吉原保育所 所長 　山添由美子 （峰山保育所所長） 

  五箇保育所  　寺田　浩子 （口大野保育所） 

  長岡保育所  　下田　恵美 （新規採用） 

  新山保育所  　澤田理絵子 （網野保育所） 

    　吉岡　眞弓 （網野みなみ保育所） 

  丹波保育所 所長 ○多賀野博子 （網野保育所） 

  口大野保育所  　田中　靖子 （網野幼稚園） 

  大宮南保育所 所長 　安達　京子 （丹波保育所所長） 

   所長補佐 ○渡利　秀子 （丹後幼稚園） 

    　闍田　悦美 （網野保育所） 

    　野木真紀子 （新規採用） 

  善王寺保育所  　松岡　尚美 （五箇保育所） 

  網野みなみ保育所 所長補佐 ○高杉　弘子 （善王寺保育所） 

    　小森　路子 （峰山保育所） 

    　廣瀬久美子 （新規採用） 

    　堀江　淳子 （網野保育所） 

    　小倉　典子 （新山保育所） 

  浅茂川保育所 所長 ○柴田　淳子 （新山保育所） 

    　東　由美子 （神野保育所） 

  島津保育所  　谷岡　朝子 （宇川保育所） 

    　川口　優美 （新規採用） 

  たちばな保育所  　水口　智美 （浅茂川保育所） 

  丹後保育所 所長 　小森　敦子 （浅茂川保育所所長） 

    　〔丹後幼稚園園長兼務〕 

    　吉岡　里美 （和田野保育所） 

  宇川保育所 所長 　松井　千鶴 （吉野保育所所長） 

    　小倉　博美 （網野みなみ保育所） 

  和田野保育所  　小野崎美環 （島津保育所） 

  鳥取保育所 所長 ○蒲田　和子 （島津保育所） 

  吉野保育所 所長 ○本城　朝子 （大宮南保育所所長補佐） 

  久美浜保育所 所長 　小谷　伸子 （吉原保育所所長） 

    　藤野　雪子 （網野みなみ保育所） 

    　奥田　美穂 （新規採用） 

    　丸岡眞理子 （網野保育所） 

  神野保育所  　中島　康乃 （峰山保育所） 

  こうりゅう保育所  　小村　佳世 （網野保育所） 

    　小西ゆかり （新規採用） 

    　柴田真美子 （久美浜保育所） 

 財 務 部 
  財政課  　清水　和則 （税務課） 

  管財・収納課 課長 ○安田　　勉 （生活福祉課課長補佐） 

    　坂戸　清幸 （税務課） 

    　行待　香織 （新規採用） 

  入札契約課  　中村　賢吾 （新規採用） 

  税務課 課長補佐 　河田　英雄 （行財政改革推進課課長補佐） 

   課長補佐 　山下　茂裕 （学校教育課課長補佐） 

    　大同　敏剛 （大宮市民局） 

    　松田　吉正 （環境バイオマス推進課） 

    　佐川　直美 （生活福祉課） 

    　小倉　信治 （秘書広報広聴課） 

    　田中　裕明 （新規採用） 

  行財政改革  　大木　香織 （市民課） 

          推進課  　中江　孝吏 （入札契約課） 

ガイド 
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（役職名は係長以上を付記。氏名の前の○は昇格・昇任を表す） 

4月1日付けで職員の人事異動を行いましたので、お知らせします。 

掲載は異動者のみとしています。カッコ内は異動前の所属を表しています。 

なお、新規に採用した職員のうち、平成23年3月1日現在で「採用に必要な資格を取得見込みであった者」など

一部の職員については、本紙５月号に掲載します。 
全職員の配置については、市ホームページ（http://www.city. 
kyotango.lg.jp)に「京丹後市職員名簿」を掲載しています。 

職員人事異動 



 消防本部 
    次長 ○奥田　直人 （峰山消防署長） 

  総務課  　高野　喜仁 （新規採用） 
     　萩原　辰典 （新規採用） 

     　瀬戸　　孟 （新規採用） 

  峰山消防署 署長 ○吉田　件昨 （副署長兼峰山消防署消防課長） 

   消防課 課長 ○吉岡　　浩 （竹野川分遣所長） 

     　荻野　寿彦 （網野分署） 

     　櫻井　昭裕 （網野分署） 

     　形山敬太郎 （久美浜分署） 

     　徳田新之介 （消防本部総務課） 

     　大澤　友成 （久美浜分署） 

     　後藤　真哉 （久美浜分署） 

     　荻野　日翼 （消防本部総務課） 
     　田家　彰浩 （久美浜分署） 

     　山本　景一 （網野分署） 

   予防課  　池本清一朗 （消防課） 

   網野分署  　田宮　恭志 （消防課） 

     　井上　忠司 （消防課） 

     　日下部宣仁 （消防課） 
     　木村　好宏 （消防課） 

   久美浜分署 副分署長 ○井上　一彦 （久美浜分署係長） 

    係長 ○梅田　雅弘 （予防課） 
    係長 ○吉岡　　穣 （竹野川分遣所） 

　     　中西　孝文 （網野分署） 

     　堀江　哲平 （消防課） 

     　三宅　英樹 （消防課） 

     　吉岡　哲平 （竹野川分遣所） 

   竹野川分遣所 分遣所長 ○吉岡日出圭 （久美浜分署副分署長） 

    副分遣所長 ○安田　直樹 （消防課係長） 

     　吉岡　徹也 （消防課） 

     　中村　真也 （消防課） 

 会計管理者 
   会計管理者 ○中邑　正樹 （大宮市民局長） 
    　〔会計課長兼務〕 

 監査委員事務局 
   事務局長 　松井　邦行 （管財・収納課課長） 

 農業委員会事務局 
   局長補佐 ○山口　昌夫 （農業委員会事務局） 

    　門下　保夫 （久美浜市民局） 

    　松山　　正 （農林整備課） 

（役職名は係長以上を付記。氏名の前の○は昇格・昇任を表す） 

 退職（3月31日付け） 
 奥田　聖介 （久美浜病院病院長） 
 春日　正隆 （久美浜病院診療部外科医師） 
 金久　和幸 （医療部部長兼政策総括監） 
 中村　基彦 （商工観光部部長兼政策総括監） 
 上田　弘子 （健康長寿福祉部部長） 
 和田　道雄 （会計管理者兼会計課長） 
 闍橋　忠彰 （教育委員会事務局教育理事） 
 浜上喜久男 （企画総務部次長兼危機管理監兼企画総務部企画政策課長） 
 安岡　克己 （市民部理事兼企画総務部理事兼市民部久美浜市民局長） 
 辻田　壽男 （農林水産環境部理事兼農林水産環境部農政課長） 
 川口　勝彦 （建設部理事兼建設部管理課長） 
 櫻井　　武 （企画総務部人事課課長） 
 平井　一弘 （市民部子ども未来課課長） 
 岸本　英志 （市民部網野市民局長） 
 小出　光祐 （市民部弥栄市民局長） 
 古橋　伸一 （健康長寿福祉部保険事業課課長） 
 森田　正二 （農林水産環境部農林整備課課長） 
 糸井　嘉彦 （教育委員会事務局教育総務課課長） 
 小國　敏野 （企画総務部人事課課長補佐） 
 下岡耕一郎 （財務部税務課課長補佐） 
 秦　　祐康 （市民部市民課課長補佐） 
 金盛　俊幸 （市民部子ども未来課課長補佐） 
 木下　俊夫 （市民部丹後市民局局長補佐） 
 藤野　　均 （健康長寿福祉部保険事業課課長補佐） 
 堀　弥壽彦 （農林水産環境部農林整備課課長補佐） 
 小森　和男 （教育委員会事務局網野学校給食センターセンター長） 
 矢野　義則 （農業委員会事務局局長補佐） 
 寺田　一雄 （市民部峰山市民局） 
 矢野　典一 （市民部大宮市民局） 
 沖佐々木富枝 （市民部網野市民局） 
 給田まゆみ （市民部網野市民局） 
 坪倉　正樹 （市民部弥栄市民局） 
 岡崎不二夫 （建設部管理課） 
 今井みどり （弥栄病院事務部管理課） 
 吉岡登美子 （農業委員会事務局） 
 濱野　泰一 （消防本部峰山消防署竹野川分遣所副分遣所長） 
 平井　保子 （大宮南保育所所長） 
 中村恵美子 （網野保育所所長） 
 梅田　幸子 （丹後保育所所長兼丹後幼稚園園長） 
 岡田　久子 （宇川保育所所長） 
 吉岡　典子 （鳥取保育所所長） 
 永井ゆみ子 （久美浜保育所所長） 
 森田　信子 （網野みなみ保育所所長補佐） 
 山口　美里 （たちばな保育所） 
 中村　真子 （丹後保育所） 
 田中　恵子 （こうりゅう保育所） 
 越江　絵梨 （峰山保育所） 
 大木登志子 （峰山保育所） 
 鵜飼　昭好 （吉原小学校） 
 岡野　康雄 （久美浜小学校） 
 長砂　厚子 （峰山中学校） 
 佐々木博子 （峰山中学校） 
 倉田　健一 （網野中学校） 
 小出　静子 （間人中学校） 
 佐野　大裕 （久美浜中学校） 
 田中可壽子 （久美浜中学校） 
 山口　　明 （高龍中学校） 
 岸本加津代 （弥栄病院看護部） 
 大谷　美鈴 （弥栄病院看護部） 
 倉野　早苗 （弥栄病院看護部） 
 中西眞理子 （弥栄病院看護部） 
 櫻井賀奈子 （弥栄病院技術部） 
 冨田　和子 （久美浜病院看護部） 

 教育委員会事務局 
   教育理事 　木本　勝幸 （新規採用） 

   教育理事 　竹本　　茂 （新規採用） 

  教育総務課 課長 　藤村　信行 （学校教育課課長） 

    　水口　奈菜 （長寿福祉課） 

  学校教育課 課長 ○山根　直樹 （学校教育課課長補佐） 

   課長補佐 　田村美乃枝 （市民課課長補佐） 

   課長補佐 　横島　勝則 （文化財保護課課長補佐） 

    　堂田　和宏 （新規採用） 

  網野学校給食センター センター長 　大木　利男 （健康推進課課長補佐） 

  社会教育課  　野村　夕子 （子ども未来課） 

    　三本　智之 （企画政策課） 

    　平岡　隆大 （新規採用） 

  文化財保護課 課長補佐 ○久保　和明 （社会教育課） 

 久美浜病院 
    病院長 ○赤木　重典 （久美浜病院副院長） 

    病院副院長 ○岩見　　均 （久美浜病院診療部長兼小児科部長） 

 診療部 診療部長兼佐濃診療所長 ○山本　　康 （久美浜病院内科部長兼佐濃診療所長） 
    診療部長兼歯科口腔外科部長兼歯科部長 

     ○堀　　信介 （久美浜病院歯科口腔外科部長兼歯科部長） 

    診療部長兼泌尿器科部長 ○浦野　俊一 （久美浜病院泌尿器科部長） 

    診療部長 ○瀬尾　泰正 （久美浜病院内科部長） 

    外科医長 　中島　慎吾 （新規採用） 

    小児科医師 　杉本　洋平 （新規採用） 

 看護部 看護師 　水元　佳子 （新規採用） 

    看護師 　平野沙也香 （新規採用） 

 事務部 

  管理課 課長補佐 　葛原　睦民 （建設部管理課課長補佐） 

 商工観光部 
   部長 ○吉岡　茂昭 （商工振興課課長） 

  商工振興課 課長 ○柳内　研一 （産業雇用総合振興課課長補佐） 

   課長補佐 　引野　雅文 （観光振興課課長補佐） 

  観光振興課 課長 ○川口　誠彦 （観光振興課主幹） 

   課長補佐 　中島　茂樹 （医療政策課課長補佐） 

   課長補佐 ○上羽　正行 （観光振興課） 

    　鶴原　義和 （社会教育課） 

    　橋本　一希 （新規採用） 

  産業雇用総合振興課 課長 ○高橋　尚義 （企画政策課課長補佐） 

   課長補佐 　増田　知裕 （商工振興課課長補佐） 

    　増田　裕貴 （長寿福祉課） 

    　小西　宏和 （農政課） 

 建 設 部 
  管理課 課長 ○森戸　　毅 （水道整備課課長補佐） 

   課長補佐 　下戸　隆男 （海業水産課課長補佐） 

    　柴山　真樹 （新規採用） 

  土 木 課  　田中　順子 （健康推進課） 

  都市計画・建築住宅課  　明尾　友樹 （新規採用） 

 上下水道部 
  普及推進・料金課 課長 ○平井　幸夫 （普及推進・料金課課長補佐） 

    　鍜治　宏美 （学校教育課） 

  下水道整備課 課長補佐 ○吉岡　浩司 （土木課） 

    　高田なぎさ （丹後市民局） 

    　中江　　脩 （新規採用） 

 弥栄病院 
  診療部 

   産婦人科 産婦人科部長 ○福田　美香 （弥栄病院産婦人科医長） 

  看護部 看護師 　岡井あゆ美 （新規採用） 

    看護師 　宮島　好美 （新規採用） 

    看護師 　吉岡恵都子 （新規採用） 

  技術部 作業療法士 　岡田　里沙 （新規採用） 

  事務部  

  管理課 課長補佐 ○梅田　和幸 （医療政策課） 

 　  　奥田　晋子 （医療政策課） 

 学校・幼稚園 
  峰山小学校  　梅上　淳司 （大宮第二小学校） 

    　今西　佳子 （弥栄中学校） 

  大宮第一小学校  　由良　　茂 （峰山小学校） 

  大宮第二小学校  　高尾　治良 （大宮第一小学校） 

  久美浜小学校  　原　寿栄雄 （橘中学校） 

  峰山中学校  　高尾　朋子 （峰山小学校） 

  大宮中学校  　藤村由美子 （間人小学校） 

  間人中学校  　奥谷　泰英 （溝谷小学校） 

  弥栄中学校  　稲本久美子 （間人小学校） 

  久美浜中学校  　大西　弘己 （豊栄小学校） 

    　中西　博美 （大宮中学校） 

  峰山幼稚園  　高尾　智美 （峰山保育所） 

  網野幼稚園  　橋本　真理 （久美浜保育所） 

    　折戸　絵美 （新規採用） 

  丹後幼稚園 園長 　小森　敦子 （浅茂川保育所所長） 

    　〔丹後保育所所長兼務〕 

    　野村　圭乃 （峰山幼稚園） 

    　室野めぐみ （丹後保育所） 

ガイド 

11 102011.04 2011.04

職員人事異動 

全職員の配置については、市ホームページ（http://www.city. 
kyotango.lg.jp)に「京丹後市職員名簿」を掲載しています。 
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府
内
外
の
愛
好
家
ら
、日
ご
ろ
鍛
え
た
技
競
う 

「大きく育て」と、クロマツの苗木を植える島津小の児童たち 

　峰山町丹波にある「丹波城」跡の公園
化に取り組んでいる「城山を整備する会」
（藤村淳一代表）が3月13日、同城跡でツ
ツジの植栽などを行いました。 
　城跡は、標高56メートルの丘陵にあり、
面積は約5,000平方メートル。人の手が
入らずに荒れた竹林になっていたため、「地
域住民の憩いの場として管理しよう」と、
3年前に会員たちが「城山公園」の整備
に着手。これまでに、竹の伐採や管理道
の建設のほか、ヤマザクラ46本とツツジ
270株を植樹してきました。 
　この日は、会員たち25人が参加し、斜
面などにツツジ300株を新たに植えまし
た。参加者たちは「この取り組みを若い
世代にも継続していきたい」と話してい
ました。 
　同会では、今後も定期的に作業を続け
ていくこととしています。 
 

　久美浜町の「湊地区活性化協議会」がこのほど、同地
区の住民が選んだ“ふるさとの名所”22カ所に木製標
柱を設置しました。魚や動物などの彫刻が施された標
柱が、訪れた人の目を楽しませています。 
　史跡や名勝地などの“地域資源”をまちづくりに生か
す「ふるさとの名所づくり」の取り組み。名所には、ユウ
スゲの群生地である「箱石浜海岸」や出漁前の天気予測に
用いたとされる気圧計「時化針」などが選定されています。 
　標柱は高さ2メートル、直径30センチ程度で、スギ
の間伐材を使用。上部の彫刻は、田中哲也さん（峰山町
鱒留）がチェーンソーを使って彫り上げた作品です。 

　白砂青松を再生させよう――。「琴引浜
白砂青松保全委員会」（岡田一雄委員長）
の会員やボランティアなど約200人が3
月6日、同浜にクロマツの苗木1,200本を
植えました。 
　松枯れ被害が広がっていることから、
同委員会が海岸林の保全活動の一環とし
て4年前から実施。 
　この日は、掛津区や遊区の住民をはじめ、
地元の小中学生や企業、福知山市のボラ
ンティア団体などが参加しました。参加
者らは、約1メートル間隔で穴を掘り、根
の生育を促すための炭を入れ、高さ20セ
ンチほどに成長した苗木を次々と植えて
いきました。 
　島津小学校からは、4年生から6年生の
児童65人が参加。嵯峨根健太君（5年生）
は「松林には、海からの風を抑え砂の飛
散を防ぐ役割があることを学んだ。僕た
ちが植えた松が大きく育ち、役に立てば
うれしい」と笑顔で話していました。 

竹を伐採した斜面にツツジを植える「城山を整備する会」の会
員たち 

真
剣
な
表
情
で
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
握
る
選
手
（
丹
後
町
大
山

の
豊
栄
山
村
広
場
で
） 

　弥栄町野間地区にある農
家民宿の経営者たちでつく
る「野間どぶろくの会」で
このほど、どぶろく（濁酒）
の本格的な仕込み作業が始
まりました。メンバーたち
は「納得できる味に近づいた」
と話し、順調にいけば4月
下旬には宿泊客に提供でき
る予定とのことです。 
　同会は、平成21年秋に「ど
ぶろくで交流人口を増やし、
地域を元気にしよう」と、

「温古里」「あられ山村塾」「LOHASくるみ谷」の3軒
で結成。昨年、市内全域が認定された国の「どぶろく
特区」を活用し、今年1月初めに「温古里」代表の日達
ゆみ子さんが酒造免許を取得しました。 
　どぶろくは、丹後産のコシヒカリと野間の水で醸造。 
日達さんたちは、大宮町の白杉酒造の杜氏・白杉悟さ
んの指導で1月22日に初仕込みを開始してから、数回
にわたって試験醸造を進めていました。 
　日達さんは「少し甘口でキレの良いどぶろくを造り
たい」と話しています。 

カ
エ
ル
の
彫
刻
を
施
し
た
標
柱
が
立
て
ら
れ
た
「
葛
野
（
か
ず
ら

の
）
区
緑
化
公
園
」（
久
美
浜
町
葛
野
地
内
） 

　地域活性化グループの「京丹後塾」（大
木満和塾長）がこのほど、地域で受け継
がれてきた郷土料理などを掲載した冊子「丹
後くいにゃあなぁ」を出版しました。 
　「こばれんほどうまかったおばあちゃ
んのごっつぉうの味を伝えたい」と2年
前から取り組んできたもので、メンバー
たちはお年寄りなどから聴き取った約
100品を実際に調理。今回は、山の幸を中
心に24品を歳時記形式にまとめました。 
　冊子では、四季折々の料理のほか、田植
えや正月などで振る舞われた“ごちそう”
にまつわるメンバーの思い出話を、写真を
交えて紹介。「さともち」や「たくあんのぜ
いたく煮」などのレシピも添えています。 
　大木塾長は「メンバーの思いが詰まっ
た一冊。家族だんらんの話題になればう
れしい。この冊子を活用して子どもたち
に郷土料理を伝えていってほしい」と話
しています。 
　冊子は2,000部発行。大宮町上常吉の常
吉村営百貨店で無料で配布されています。 

　「第16回カニの町『丹後町』ゲートボール
大会」（同実行委員会主催）が3月14、15の
両日、豊栄山村広場（丹後町大山）で開催
されました。 
　冬の味覚・カニとゲートボールをセット
で楽しめる恒例の大会。今年は、府内をはじめ大阪や
兵庫県などから参加した44チームが、日ごろ鍛えた技
を競いました。 
　参加選手は、宿泊先の旅館などでカニ料理を満喫し、
大会では真剣な表情で熱戦を繰り広げていました。 
　亀岡市から参加したチームの主将は「宿泊がセット
になっているのがとても魅力。来年もぜひ来たい」と
話していました。 

３
年
が
か
り
で
ま
と
め
た
「
丹
後
く
い
に
ゃ
あ
な
ぁ
」

の
出
版
を
喜
ぶ
京
丹
後
塾
の
塾
長
・
大
木
さ
ん
（
常
吉

村
営
百
貨
店
で
） 

はく しゃ せい しょう 

あそび 

さ が ね 

し け 

みち かず 

つね よし かみ 

だく しゅ 

ほっこり ロハス 

ます どめ 

とうじ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
２
０
０
人
が
１
２
０
０
本
を
植
樹 

「
琴
引
浜
の
松
、
大
き
く
育
て
」 

もろみの温度を管理する日達
さん（弥栄町須川の「温古里」で） 

カ
ニ
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
満
喫 

活性化協議会「“地域資源”をまちづくりに」 

 久美浜・湊地区の名所22選に標柱設置 

「
丹
波
城
跡
を
憩
い
の
場
に
」 3月13日 

3月6日 

整
備
す
る
会 

ツ
ツ
ジ
３
０
０
株
を
植
樹 

“野間のどぶろく”で交流人口増へ 

4月下旬に新酒の披露を予定 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
〝
味
〞
伝
え
た
い
」 

京
丹
後
塾
が
郷
土
料
理
を
冊
子
に 
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お問い合わせ先：健康推進課（蕁69-0350） 

い
つ
も
な
ら
… 

早
く 

食
べ
な
さ
い
！ 

こ
ぼ
し
ち
ゃ 

ダ
メ
で
し
ょ
！ 

毎
朝 

ち
ゃ
ん
と
ご
は
ん 

食
べ
れ
て 

す
ご
い
ね
〜 

わ
ー
す
ご
い 

早
い
こ
と 

で
き
る
ね
ー 

自
分
か
ら
片
付
け
る 

な
ん
て
す
ご
い
！ 

頼
り
に
な
る
わ
〜 

頑
張
っ
た
ね
！ 

片
付
け
て
く
れ
て 

あ
り
が
と
う
！ 

し
か
も 

じ
っ
と
座
っ
て 

食
べ
れ
る
な
ん
て 

エ
ラ
イ
！ 

よ
っ
！
日
本
一
！ 

初めからこぼしにくいもの 

おもちゃを1つ、 
おもちゃ箱に入れた 
その瞬間に！ 

9割方お母さんが 
片付けたとしても… 

おもちゃを 
片付け始め 
たとき 

　「つい、叱ってしまって…」「毎日、イライラの連続です」。そんな悩みは、子育て中のお父さんお母
さんなら誰でも感じるところですよね。でも、少し考え方を変えるだけで、子育てがとっても楽に
なるんです。 
　どんな人でも、「誰かから認めてもらいたい」という思いを持っているもの。その気持ちに寄り添
う関わり方をすると、“ほめる”だけで、効果的なしつけができちゃうんです。 

 
 
　子どもの「いいところ」をスラスラ言えますか？悪
いところにばかり目がいっていませんか？　ささいな
ことでも構いません。良い行動を見つけたら見逃さず
ほめてあげましょう。 

 
 
　「何をほめたらいいのか分からない」かたにお薦めす
るのが、「当たり前にできていること」をほめること。
朝自分から起きてきた、おはようとあいさつした…。
そんな一つひとつの行動を認めてほめてあげましょう。 

 
　お父さんやお母さんが「こんなことしてほしいな」
と思っていることを子どもがしてくれたときに、ほめ
ていることが子どもにきちんと伝わるほめ方をしまし
ょう。 
 
 
 
 
 
 
 

　してほしいことをし終わったときだけでなく、しよ
うとしているときや、し始めたとき、している最中も、
どんどんほめてみましょう。 

　実は、この「ほめ方アドバイス」にはまだまだたくさ

ん続きがあるんです。知りたいかたは、保健師にどし

どしお尋ねください♪ 

　子育ては楽しいけれど、悩みもたくさん出て

くるもの。保健師は、皆さんの子どもの体や心

の成長について一緒に悩み、考え、少しでも保

護者の皆さんのサポートができれば、

と考えています。ぜひお気軽に声を掛

けてくださいね。 

縡 できるだけ早く（1秒～3秒以内に）ほめる。 
縒 そばに行って、子どもと同じ目の高さでほめる。 
縱 子どもの目を見て、子どもが見返すのを待って、　
　 視線を合わせてほめる。 
縟 ほほ笑んで、子どもの肩に手を当てたり、抱き　　 
　 締めたりしながらほめる。 
縉 簡潔に、具体的にほめる。 

　「
丹
後
海
と
星
の
見
え
る
丘
公
園
」（
宮
津
市
里
波
見
）
で
は
、
来
園
者
に

〝
創
造
〞
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
各
種
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
園
し
て
、「
つ
く
る
喜
び
」
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。 

　
天
橋
立
の
北
約
10
㌔
に
位
置
す
る

「
丹
後
海
と
星
の
見
え
る
丘
公
園
」
は
、

平
成
18
年
８
月
に
府
内
11
番
目
の
都

市
公
園
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
地

域
住
民
か
ら
は
、親
し
み
を
込
め
て「
う

み
ほ
し
公
園
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
う
み
ほ
し
公
園
を
紹
介
す
る
と
き
、

「
手
づ
く
り
で
成
長
・
発
展
す
る
公
園
」

「
創
造
す
る
公
園
」
と
表
現
し
ま
す
。

全
て
が
完
成
し
、
準
備
さ
れ
て
い
る

中
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

来
園
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
な
っ

て
、
新
し
い
公
園
を
創
り
あ
げ
て
い

き
た
い
…
。
そ
う
考
え
て
、
来
園
者
に

〝
創
造
〞
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
公
園
が
目
指
す
〝
創
造
〞
と
は
、
生

き
る
喜
び
や
幸
せ
、
豊
か
さ
を
創
る

と
い
う
こ
と
。
こ
こ
で
養
わ
れ
た
創

造
力
を
、
人
や
自
然
な
ど
全
て
の
た

め
に
発
揮
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
誕
生
か
ら
５
年
、
石
窯
や
か
ま
ど
、

星
空
の
観
察
ハ
ウ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
を
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
自

然
か
ら
、
ま
た
先
人
の
知
恵
か
ら
学

び
な
が
ら
つ
く
っ
た
公
園
の
財
産
で

す
。 

　
ま
た
、
昨
年
は
、
地
球
の
こ
と
や
環

境
問
題
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
〝
道
〞
を
つ
く
り
ま
し
た
。
４

月
19
日
か
ら
は
、
こ
の
道
を
活
用
し

た
新
し
い
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
京

都
自
然
塾
」
が
始
ま
り
ま
す
（
左
記
参

照
）。 

　
平
成
23
年
春
、
ぜ
ひ
、
う
み
ほ
し
公

園
に
来
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
一

緒
に
地
球
の
こ
と
、
未
来
の
こ
と
を

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！ 

 

 

　「京都自然塾」

は、丹後の大自

然をフィールド

として、環境問

題の根っこを感

動とともに伝え

る環境教育プロ

グラム。脚本家・

倉本聰さん監修の「富良野自然塾」をモデルに

しています。 

　「森の教室」「裸足の道」「石の地球」「地球の道」

の4つの内容で構成。2時間半にわたって、イ

ンストラクターの解説とともに、参加者に五

感を通じて体感し、気付き考えてもらいます。 

　また、自然塾のオープン

を記念して、4月19日貂13

時から、宮津会館（宮津市鶴

賀）で倉本聰さんの講演会

を開催します。参加無料。問

い合わせは下記まで。 

そう 

は だ し  

“ほめ上手”は“しつけ上手” 
手がかかるときこそ、最大のチャンス。 

ほめ作戦その１ 
「子どものいいところを探そう」 

ほめるときの5つの心得 

ほめ作戦その2 
「ほめることを習慣にしよう」 

＜今日から実践できる＜今日から実践できる“ほめ方ポイント”“ほめ方ポイント”＞ ＜今日から実践できる“ほめ方ポイント”＞ 

＜「ほめていること」「ほめていること」が子どもに伝わるように＞が子どもに伝わるように＞ ＜「ほめていること」が子どもに伝わるように＞ 

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。 

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

自
然
に
学
び
未
来
を〝
創
造
〞
し
よ
う
。 

　
　
　
　
丹
後
海
と
星
の
見
え
る
丘
公
園 

開催まであと 

204日 204日 

国民文化祭・京都2011

本
州
初
の
試
み
「
京
都
自
然
塾
」
４
月
か
ら 

来
園
者
と
ス
タ
ッ
フ
が 

一
緒
に
つ
く
っ
て
い
く
公
園 

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
〝
道
〞
で 

環
境
に
つ
い
て
学
ぼ
う 

（4月8日現在） 

マスコットキャラクター 
PR隊長 「まゆまろ」 

宮
津
市
里
波
見 

公園は大自然の中にある。宮津湾はもちろん、晴れた日には北
陸の山々まで見渡せる素晴らしい展望を楽しめる 

京都自然塾の内容の1つ「46億
年・地球の道」 

「京都自然塾」で地球を感じよう 「京都自然塾」で地球を感じよう 

〈お問い合わせ先〉京都府立丹後海と星の見える丘公園（蕁0772-28-9111） 

さ
と 

は 

み 

さ
と 

は 

み 

倉本聰さん 



17 162011.04 2011.04
市消防本部（蕁62-0119） ホームページもご覧ください。 

http: / /www.ci ty.kyotango. lg. jp/kcfd/

　
火
災
件
数
は
21
件
で
、
平
成
21
年
に
比

べ
て
９
件
増
加
し
ま
し
た
。 

　
種
類
別
に
見
る
と
、
建
物
火
災
が
17
件
、

車
両
火
災
が
３
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
１

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死
傷

者
数
は
、
死
者
２
人
、
負
傷
者
11
人
で
、
過

去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。 

　
原
因
別
で
は
、
た
き
火
か
ら
の
延
焼
が

４
件
で
最
多
。
ス
ト
ー
ブ
か
ら
、
そ
し
て

電
気
装
置
か
ら
の
出
火
が
そ
れ
ぞ
れ
２
件

ず
つ
、
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
が
13

件
で
し
た
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
に
い
ち
早
く
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死
傷

者
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
１
日
も
早
い
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
事
故
や
災
害
な
ど
の
発
生
に
よ
り
、
救

助
に
出
動
し
た
件
数
は
45
件
で
、
21
年
に

比
べ
15
件
増
え
ま
し
た
。 

　
事
故
種
別
で
は
、
交
通
事
故
が
30
件
と

最
も
多
く
、
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
続
い
て
水
難
事
故
が
７
件
、
そ
の

他
の
事
故
が
８
件
で
し
た
。 

　
病
気
や
け
が
で
緊
急
を
要
す
る
か
た
を

救
う
た
め
、
救
急
出
動
し
た
件
数
は
２
４

５
０
件
で
、
21
年
に
比
べ
２
６
３
件
増
加
。

過
去
最
多
の
出
動
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

１
日
の
平
均
件
数
は
６
・
７
件
で
、
単
純

計
算
で
３
・
６
時
間
に
１
回
出
動
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
種
類
別
で
は
、
急
病
が
１
５
３
１
件
と

約
６
割
を
占
め
、
次
い
で
交
通
事
故
、
一

般
負
傷
と
続
き
ま
す
。 

　
出
動
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
８
月
で
、

３
１
０
件
。
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
の
発
生

が
多
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
傷
病
の
程
度
別
で
見
る
と
、
死
亡
73
人
、

重
症
１
９
６
人
、
中
等
症
１
０
５
１
人
、

軽
症
９
８
３
人
で
し
た
。 

　
搬
送
人
員
に
対
す
る
軽
症
者
の
割
合
は

全
体
の
４
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
１

人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急

車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
指
令
室
で
取
り
扱
っ
た
１
１
９
番
通
報

の
総
受
信
件
数
は
３
６
９
３
件
で
、
21
年

よ
り
２
８
７
件
増
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
い
た
ず
ら
や
間
違
い
、
急

を
要
さ
な
い
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
合
計
が

１
５
６
１
件
で
、
全
体
の
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
１
１
９
番
通
報
を
正

し
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
災
害
や
救
急
に

素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
６
２-

０
１
１
９
番

に
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
平
成
22
年
は
、
火
災
、
救
急
、
救
助
全
て

の
件
数
が
増
加
。
８
月
に
は
猛
暑
に
よ
る

災
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。 

　
市
消
防
本
部
で
は
、
多
様
化
す
る
災
害

に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を

想
定
し
て
日
々
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
持

ち
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

昨年中の市内の火災発生状況や救急救助活動状況など、消防・防災に関する各種の
統計調査結果をお知らせします。 

消防統計2010消防統計2010

死
傷
者
は
過
去
最
多
の
13
人 

猛
暑
な
ど
で
大
幅
に
増
加 

４
割
が
い
た
ず
ら
や
間
違
い 

22
年
を
振
り
返
る
と 

交
通
事
故
が
７
割
を
占
め
る 

消 防 の 広 場 2011年4月 2011年4月 消 防 の 広 場 たんごの風 ４8号 

消
防
の
広
場

消
防
の
広
場 
消
防
の
広
場 

住宅用火災警報器の 
設置期限まであと 

53日 

119
火事・救急・救助 

※既存住宅への設置期限です 
（4月8日現在） 

　昨年、京丹後市内において、残念ながら火災によって2人が亡くな
られました。市では、住宅火災からの逃げ遅れをなくすため、いち早
く火災の発生を知らせてくれる「住宅用火災警報器」の設置を推進
しています。今年の5月末には、既存住宅への警報器の設置期限が迫
っています。1日も早く、設置をお願いします。 
　今後も災害に強いまちづくりのため、消防職員一同全力で取り組
んでまいりますので、ご支援・ご協力をお願いします。 

①コンセントに差しっぱなしのプラグに、ほこ
りがたまっていませんか？  

②電気コードが、家具などの下敷きになってい
ませんか？ 

③電気コードを束ねたり、ねじれたままで使用
していませんか？ 

④電気コードが傷ついていませんか？ 

　平成22年4月から、京丹後市域でも、
豊岡市の公立豊岡病院を拠点として
ドクターヘリの運航が始まっています。
これにより、本市の救急医療体制は、
さらなる充実に向け大きな一歩を踏
み出しました。 
　昨年4月から12月までの間に、市
消防本部では急病や交通事故などの
救急患者に対して59件の出動を要請
し、47人を搬送しました。 
　また、ドクターヘリを支援するため、
救急車のほか広報車やポンプ車が出
動します。緊急車両の通行にご協力
をお願いします。 

住宅火災から家族を守るために 

市消防本部 消防長 
坪倉　護 

峰山町 

網野町 弥栄町 

大宮町 

丹後町 

久美浜町 

地域別に見た平成22年火災発生状況（単位：件） 市内で発生した火災の件数の推移（単位：件） 

救急出動件数の推移（単位：件） 

新山保育所（峰山町荒山）の子どもたちも住宅用火災警報器の設置をPR

0

5

10

15

20

25

30

35

H13

H18 H19 H20 H21 H22

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

車両火災など 
建物火災 

15
18

10 11
16

24

17 15
11

17
5

4
3

8
1

07

8

4
6

15

8

7

3

1

4

22

26

14
17

31 32

24

18

12

2122

26

14
17

31 32

24

18

12

21

電気火災を防ぐポイント 
家庭で確認してください 

【火災】 

21件 

【救助】 

45件 

【救急】 

2,450件 

【通信】 

3,693件 

59件の出動を要請、47人を搬送 
平成22年のドクターヘリ運航状況 
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み
 
か
た
 

広
報
ク
イ
ズ
の
回
答
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、

感
想
・
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ご
意
見
箱
 

東
北
関
東
大
震
災
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
提
言
を

紹
介
し
ま
す
。（
３
月
20
日
現
在
） 

救
援
物
資
や
支
援
状
況
な
ど
の
震
災
情
報
は
状
況
に

応
じ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。（
関
連
記
事
4
ペ
ー
ジ
） 

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た 

故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。 

丹
後
1
0
0
㌔
を
駆
け
抜
け
る
 

上島　学さん（45歳） 
 

うえしま がく 

大阪府枚方市在住 
100㎞ウルトラマラソン 
10年連続完走 

100㎞ウルトラマラソンで完走ゴールを決めた上島さん 
　　　　　　　　　（昨年9月19日、アミティー丹後で） 

 
ふるさと 

おうえんだんわ 

応援団 応援団 応援団 
ふるさと ふるさと ふるさと 

　
私
は
、「
丹
後
1
0
0
㌔
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ

ソ
ン
」
を
ず
っ
と
走
り
続
け
て
い
ま
す
。
昨

年
9
月
の
大
会
で
、

大
会
開
始
か
ら

10
年
、
そ
の
10
年

間
一
度
も
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
な
く
完
走

し
続
け
、
大
会
か
ら
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
」
と

い
う
称
号
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
私
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
出
会
い
は
、
13

年
ほ
ど
前
の

1
9
9
8
年

に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
当
時

の
親
友
が
、
が

ん
に
冒
さ
れ

京
都
の
病
院

に
入
院
し
ま

し
た
。
そ
の
姿

は
悲
惨
な
も

の
で
、
治
療
も

壮
絶
な
も
の

が
あ
り
、
私
は

健
康
で
あ
る

こ
と
の
大
切

さ
を
身
に
し
み
て
知
り
ま
し
た
。 

 
そ
の
時
か
ら
健
康
の
た
め
に
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
始
め
た
の
で
す
が
、
最
初
は
2

㌔
も
走
れ
ず
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
で

も
諦
め
ず
に
「
明
日
は
あ
の
電
信
柱
ま
で
、

あ
さ
っ
て
は
次
の
交
差
点
ま
で
」
と
い
う

気
持
ち
で
、
徐
々
に
長
い
距
離
を
走
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
重
も
10
㌔
以
上

減
り
、
健
康
診
断
で
悪
い
数
値
だ
っ
た
項

目
も
、
す
べ
て
良

好
に
か
わ
り
ま

し
た
。 

　
1
9
9
9
年
初
め
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

３
時
間
45
分
で
完
走
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
直
前
の
６
月
に
親
友
は
他
界
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
彼
は
舞
鶴
市
の
出
身
で
、
大

学
時
代
に
、
彼
の
実
家
に
行
く
と
よ
く
丹

後
半
島
に
車
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
丹
後
半
島
を
一
周
す
る
大
会
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
2
0
0
1
年
の
第

１
回
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
 
 
 

 
自
然
豊
か
な
山
々
を
駆
け
抜
け
、
三
方

五
湖
を
望
み
、
碇
高
原
を
駆
け
上
が
り
、

透
き
通
る
よ
う
な
青
い
海
の
横
を
爽
快
に

駆
け
抜
け
た
1
0
0
㌔
、
天
国
の
彼
に
感

謝
し
な
が
ら
の
ゴ
ー
ル
で
し
た
。
今
も
そ

の
変
わ
ら
な
い
風
景
を
、
私
は
「
第
二
の

故
郷
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

永
遠
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
丹
後
半
島
を
、

い
つ
ま
で
も
彼
と
と
も
に
走
り
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

東
北
関
東
大
震
災
、
市
か
ら 

で
き
る
支
援
を
し
て
あ
げ
て 

支
援
物
資
の
受
け
付
け
の 

呼
び
か
け
を 

関
係
機
関
と
連
携
・
調
整
し 

支
援
を
行
い
ま
す 

  

　
東
北
関
東
大
地
震
の
被
災
地
で
給
水
車
が

足
ら
な
い
そ
う
で
す
が
、
京
丹
後
市
か
ら
も
派

遣
し
て
は
ど
う
で
す
か
。
復
興
に
は
た
く
さ
ん

の
重
機
が
必
要
な
の
で
、
春
か
ら
秋
に
使
用
し

な
い
除
雪
車
を
お
貸
し
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

今
回
の
災
害
は
、
対
岸
の
火
事
で
は
済
み
ま
せ

ん
。
　
　
　
　【
住
所
不
明
・
年
齢
不
明
・
男
性
】 

   

　
災
害
給
水
支
援
に
つ
い
て
は
、
北
部
５
市
１

町
で
調
整
し
、
本
市
か
ら
は
３
月
16
日
か
ら

給
水
車
１
台
を
４
人
体
制
で
交
替
派
遣
し
、
岩

手
県
盛
岡
市
を
拠
点
に
活
動
し
ま
し
た
。 

　
復
興
作
業
で
の
重
機
の
貸
し
出
し
な
ど
に

つ
い
て
は
、
運
送
手
段
や
燃
料
な
ど
の
問
題
を

考
慮
し
な
が
ら
で
き
る
限
り
の
支
援
策
を
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
、
調
整
し
な
が
ら

精
一
杯
の
復
興
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
総
務
課
】 

  

　
東
北
関
東
大
震
災
で
被
災
者
、
特
に
福
島
原

発
で
放
射
能
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か

た
や
大
事
な
土
地
や
農
地
を
汚
染
さ
れ
て
し

ま
っ
た
か
た
を
、
京
丹
後
市
で
迎
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
放
射
能
の
人
体
被
害

は
想
像
以
上
に
深
刻
に
な
る
は
ず
で
す
。 

　
自
然
豊
か
で
、
安
心
し
て
深
呼
吸
が
で
き
る

京
丹
後
の
、
公
営
住
宅
や
空
家
へ
入
居
募
集
を

す
る
な
ど
し
て
、
市
民
で
被
災
者
を
温
か
く
迎

え
て
あ
げ
る
よ
う
な
…
そ
ん
な
ふ
る
さ
と
疎

開
的
な
支
援
は
無
理
で
し
ょ
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　 

【
網
野
町
・
40
代
・
女
性
】 

 

　 　
本
市
は
関
西
広
域
連
合
の
京
都
府
の
要
請

に
よ
り
、
公
営
住
宅
の
ほ
か
、
一
時
期
間
滞
在

可
能
な
（
食
事
付
き
）
宿
泊
施
設
な
ど
の
確
認
、

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
か
ら
の
要
請

や
、
京
都
府
の
調
整
な
ど
に
よ
り
、
今
後
、
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。       

【
総
務
課
】 

   

　
市
内
全
て
の
保
育
所
で
、
使
わ
な
く
な
っ
た

ベ
ビ
ー
用
品
、
絵
本
、
衣
類
、
筆
記
具
、
玩
具
な

ど
を
支
援
物
資
と
し
て
持
ち
寄
る
こ
と
を
園

児
の
保
護
者
に
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。
今
は

（
14
日
現
在
）
義
援
金
し
か
受
け
取
り
体
制
が

整
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
い
う
ち
に
物
資
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
で
き

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
母
親
は
た
く
さ
ん
い

る
と
思
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
と
し
て
、
物
資
援
助
を
受
け
取
る

体
制
が
整
い
次
第
、
す
ぐ
に
援
助
で
き
る
よ
う

に
、
今
か
ら
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も

が
笑
顔
に
な
れ
ば
、大
人
は
希
望
が
持
て
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

【
久
美
浜
町
・
30
代
・
女
性
】 

   

　
救
援
物
資
に
つ
い
て
は
、
３
月
17
日
か
ら
市

役
所
お
よ
び
各
市
民
局
で
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
し
た
。
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
も
確
認
し
な
が

ら
品
目
を
限
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
追
加
も

あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
救
援
物
資
は

新
品
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
　
　 

【
総
務
課
】 

   

み
ん
な
の 

声 

み
ん
な
の 

声 

被
災
者
の
受
け
入
れ
は 

で
き
ま
せ
ん
か 

宿
泊
施
設
な
ど
の
確
認
、
調
整
を 

行
っ
て
い
ま
す 

　消防業務に25年以上勤続し、地域防災に尽力。他の模範として

活動するなど、これらの功績が評価されました。 

吉
岡  

浩 

さ
ん 

よ
し
お
か 

は
　
が 

ひ
ろ
し 

（
弥
栄
町
野
中
） 

（
弥
栄
町
野
中
） 

【京丹後市消防団長】 【京丹後市消防本部消防指令】 

う
め 

だ 

梅
田  

和
男
さ
ん 

京都府土地改良事業団体連合会 
土地改良事業功労者表彰 

（
網
野
町
網
野
） 

【網野町字網野土地改良区理事長】 

消防功労者消防長官定例表彰　永年勤続功労章 

羽
賀  

義
昌 

さ
ん 

よ
し
ま
さ 

か
ず 

お 

む
ら 

の 

村
野  

武
広 

く
ん 

京都府スポーツ賞表彰 
未来くん賞 

　昨年7月、全国中学校カヌー大会の中

学1年、K－1の500mの部で優勝。この

ほど、中学生以下でスポーツで優秀な

成績を収めた者に贈られる「未来くん賞」

に、村野君が受賞しました。 

（
久
美
浜
中
１
年
） 

た
け
ひ
ろ 

▼
3
月
号
の
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
で
、
久
美
浜
に

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
た
こ
と
を
は
じ
め
て

知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
各
地
で
（
弥
栄
町

で
も
）
見
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
弥
栄
町
・
50
代
・
男
性
】 

 
 

▼
今
冬
は
例
年
以
上
の
大
雪
、
昨
夏
は
記
録
的

な
暑
さ
で
し
た
。
各
地
は
地
震
な
ど
の
天
災

な
ど
、
京
丹
後
市
も
対
策
を
大
切
に
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】 

 
 

▼
「
生
命
の
絆
」
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
1
番
に
そ
の
ペ
ー
ジ
を
め
く

り
ま
す
。「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
、
わ
た
し

が
マ
マ
よ
」
と
、
思
わ
ず
昔
に
は
や
っ
た
歌

を
口
ず
さ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　【
久
美
浜
町
・
60
代
・
女
性
】 

 
 

▼
昨
年
か
ら
の
大
雪
に
、
私
は
学
生
の
こ
ろ
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
今
日
の
よ
う
に
除
雪
は

無
く
、
苦
労
し
て
学
校
へ
通
っ
た
か
ら
で
す
。

「
除
雪
が
遅
い
」
な
ど
の
苦
情
が
多
く
あ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
朝
早
く
か
ら
の
作
業
、
関

係
者
の
か
た
に
感
謝
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
大
宮
町
・
50
代
・
女
性
】 

 
 

▼
今
年
の
冬
は
大
雪
に
う
ん
ざ
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
例
年
に
な
く
除
雪
が
早
く
、
し
か

も
き
れ
い
に
除
雪
し
て
く
れ
て
感
謝
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】 

 ▼
（
K
T
R
を
）
め
っ
た
に
利
用
し
ま
せ
ん
が
、

K
T
R
の
経
営
難
に
心
を
痛
め
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
弥
栄
町
・
80
代
・
男
性
】 

 
 

▼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
ペ
ー
ジ
に
見
入
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
丹
後
な
ら
で
は
の
風
景
が
す

て
き
で
す
。
　
 
　【
網
野
町
・
30
代
・
女
性
】 

▼
3
月
号
の
K
T
R
の
特
集
「
私
た
ち
の
足

と
し
て
あ
り
続
け
る
た
め
に
」
で
、
K
T
R

の
現
状
が
分
か
り
ま
し
た
。
高
校
生
や
自
動

車
を
運
転
で
き
な
い
か
た
に
と
っ
て
も
無

く
な
っ
て
は
困
り
ま
す
。
都
市
部
か
ら
の
誘

客
の
努
力
の
様
子
も
分
か
り
ま
し
た
。

2
0
0
円
バ
ス
の
連
携
も
あ
り
、
今
ま
で

利
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
刻
表
も

分
か
り
や
す
く
、
よ
く
Ｋ
Ｔ
Ｒ
や
2
0
0

円
バ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
が
今
後
も
継
続
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。 

　
　
ま
た
、
図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る
と
の
こ
と

で
一
生
懸
命
読
み
ま
し
た
。
K
T
R
の
こ
と
、

自
然
環
境
の
保
全
、
家
庭
ご
み
…
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
詳
し
く
書
い
て
あ
り
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
愛
読
し
ま
す
。 

 
　
　
　
　
　
　
　
　【
網
野
町
・
50
代
・
女
性
】 

 ▼
3
月
号
の
「
つ
ぶ
や
き
」
で
、
昨
年
11
月
号

の
広
報
紙
が
知
事
賞
を
受
賞
し
た
そ
う
で

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

分
か
り
や
す
く
て
美
し
い
広
報
紙
を
楽
し

み
に
過
ご
し
ま
す
。【
丹
後
町
・
70
代
・
女
性
】 

 ▼
3
月
11
日
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の「
東

日
地
方
本
大
地
震
」
が
起
き
、
恐
ろ
し
い
ニ

ュ
ー
ス
ば
か
り
で
す
。
被
害
が
少
し
で
も
少

な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】 

 ▼
毎
日
報
道
さ
れ
て
い
る
東
北
関
東
大
震
災

の
ニ
ュ
ー
ス
（
新
聞
）
で
知
り
ま
し
た
が
、

京
丹
後
市
の
津
波
注
意
報
の
速
さ
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
日
頃
の
訓
練
の

積
み
重
ね
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
市
民
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　【
久
美
浜
町
・
年
齢
不
明
・
男
性
】 

３
月
17
日
か
ら
救
援
物
資
の 

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た 

　昭和62年4月から現在まで土地改良事

業の推進、運営に携わり貢献。農用地の開

発、保全に尽くし、他の模範として活動す

るなど、これらの功績が評価されました。 

ご
 
こ
 

タ
 

タ
 

イ
 

ン
 

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞 

未
来
く
ん
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー 

消防暦：昭和57年4月から現在。 消防暦：昭和61年4月から現在。 
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サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
で
34
校
が
熱
戦 

久美浜中カヌー部 

男子の部、K-4のB級決勝で見事優勝した4人 
（右から、嶋貫雄太くん（3年）、平野貴史くん（3年）、 
川原京太郎くん（3年）、村野武広くん（1年）） 

「ひとりじゃない」絆とともに始まる復興 

　
久
美
浜
中
学
校
カ
ヌ
ー

部
の
メ
ン
バ
ー
４
人
が

３
月
18
日
、京
都
府
ス
ポ
ー

ツ
賞
の
受
賞
と
全
国
中

学
生
カ
ヌ
ー
大
会
の
報

告
に
米
田
教
育
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
、「
J
O
C
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平

成
22
年
全
国
中
学
生
カ

ヌ
ー
大
会
」で
男
子
の
部
、

K-

４
（
４
人
乗
り
の
カ

ヌ
ー
）
B
決
勝
で
優
勝
。

１
年
生
の
村
野
君
は
、

中
学
１
年
の
部
、K-

１
、

５
０
０
㍍
で
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
　 

　 

全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会 

40チームがたすきつなぐ 
　
第
55
回
北
丹
地
方
駅

伝
競
走
大
会
（
北
丹
陸

上
競
技
協
会
な
ど
主
催
）

が
３
月
13
日
、
丹
後
あ

じ
わ
い
の
郷
周
辺
で
開

催
さ
れ
、
40
チ
ー
ム
１

６
８
人
が
た
す
き
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。 

　
男
子
の
一
般
・
高
校

の
部
は
23
・
３
㌔
、
中
学

の
部
は
13
・
３
㌔
、
女
子

の
各
部
は
11
・
９
㌔
の
コ
ー
ス
。

選
手
た
ち
は
沿
道
か
ら
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、健
脚
を
競
い
ま
し
た
。 

▼
一
般
①
綾
部
A
C
１
②
丹
後

R
C
③
途
中
ケ
丘
R
C
▼
高
校
①

綾
部
高
②
宮
津
高
A
③
京
都
外
大

西
高
▼
中
学
①
江
陽
中
A
②
養
老

中
③
網
中
男
子
駅
伝
部
A

▼
一
般
①
綾
部
高
②
宮
津
高
C
③

桂
高
A
▼
中
学
①
網
中
女
子
駅
伝

部
②
蜂
ケ
岡
中
③
江
陽
中
 

　
第
22
回
サ
ッ
カ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
丹
後

サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）

の
小
、
中
学
の
部
が
３

月
19
、
20
の
両
日
、
峰
山

途
中
ケ
丘
公
園
を
主
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
内
を
は
じ
め
、
兵

庫
県
豊
岡
市
な
ど
の
市

外
か
ら
小
学
の
部
に
20

チ
ー
ム
、
中
学
の
部
に

14
チ
ー
ム
が
出
場
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

小
学
の
部
で
は
、
弥
栄

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
が
３
位
、
中

学
の
部
で
は
、
峰
山
中

サ
ッ
カ
ー
部
が
２
位
順

位
ブ
ロ
ッ
ク
で
４
位
と

な
り
ま
し
た
。 

関
連
記
事
18
ペ
ー
ジ 

京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 

たんすぽ 

たんすぽ 

大
会
結
果
（
各
部
門
の
３
位
ま
で
） 

女子 男子 

このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生
の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。詳し
くは秘書広報広聴課（蕁69－0110）まで。 

生まれてきてくれてありがとう 

K
 
４
で
優
勝 

第83回選抜高校野球大会 
セン
バツ
 

セン
バツ
 

熱戦を繰り広げる選手たち（小学の部） 

北丹地方駅伝 がんばろう！日本 

小
、
中
学
の
部
 

　3月23日から4月3日まで熱戦が繰り広げら
れた第83回選抜高校野球大会に、京都成章高（京
都市）の荻野周平君（2年、峰山中出身）と頏田
和嵯君（2年、高龍中出身）が出場しました。 

京
丹
後
市
長
　
中
山
　
泰 

市 長 エ ッ セ イ 

和気　来 
6

わ き い ら 泰 
い た 

▼
東
北
関
東
大
震
災
に
際
し
、市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
か
た
が
た
に
謹
ん
で
心
か
ら
の
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
ま
す
と
と
も
に
、行
方
不
明
の

か
た
が
た
の
一
日
も
早
い
安
全
と
所
在
の

確
認
、被
災
者
、被
災
地
の
早
急
な
復
興
を

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。本
市
と
し
て
も
、

消
防
救
急
隊
や
給
水
隊
の
派
遣
な
ど
と
と

も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
義
援
金
や
救
援

物
資
な
ど
非
常
に
多
く
の
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
支
援
を
被
災
地
に
お
届
け
し

て
お
り
、今
後
と
も
、で
き
う
る
限
り
の
支

援
や
協
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

▼
今
か
ら
84
年
前
、
昭
和
２
年
３
月
７
日
、

丹
後
地
方
を
大
地
震
が
襲
い
、
丹
後
全
体

で
２
９
９
２
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
と
き
も
、
深
い
積
雪
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ち
早
く
救
援
物
資
や
義

援
金
を
、
全
国
各
地
、
海
外
か
ら
も
お
寄

せ
い
た
だ
き
、延
べ
、物
資
は
５
万
箱
以
上
、

義
援
金
は
約
４
３
９
万
８
千
円
（
今
で
言

う
と
お
お
む
ね
30
億
円
）
に
の
ぼ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
心
か
ら
感
謝
に
尽
き
ま

せ
ん
。 

▼
私
た
ち
の
地
域
も
、
こ
の
よ
う
な
被
災

時
の
尊
い
ご
支
援
を
は
じ
め
、
日
頃
か
ら

全
国
各
地
の
地
域
と
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

や
経
済
、
心
の
絆
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、

支
え
あ
っ
て
互
い
に
地
域
社
会
と
し
て

の
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
震

災
の
中
で
、
全
国
各
地
、
各
界
、
ま
た
海
外

含
め
真
心
の
こ
も
っ
た
多
大
な
ご
支
援
が

寄
せ
ら
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
関

東
地
域
で
の
大
規
模
な
帰
宅
困
難
発
生
時

に
も
、
知
ら
な
い
人
同
士
の
自
主
的
な
道

案
内
、
車
同
乗
、
道
筋
で
の
無
料
ト
イ
レ
・

休
憩
所
の
貸
し
出
し
、
飲
料
の
無
料
配
布
、

は
た
ま
た
駅
構
内
で
座
り
込
む
人
た
ち
に

「
寒
い
か
ら
敷
い
た
ら
」
と
ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
た
ち
か
ら
段
ボ
ー
ル
を
渡
さ
れ
た
話

な
ど
、
相
互
扶
助
や
助
け
合
い
の
心
づ
か

い
と
行
為
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
、
厳
し

い
状
況
の
一
方
で
感
動
的
な
光
景
も
繰
り

広
げ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

▼
今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
多
く
の
ご
支
援

の
輪
と
と
も
に
、
我
が
国
社
会
の
中
で
縦

横
無
尽
に
紡
が
れ
て
い
る
、
人
と
人
と
の

強
靭
で
尊
い
絆
、「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
」
絆

の
再
発
見
と
そ
の
広
が
り
に
よ
り
、
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
と
日
本
の
真
の
再

発
展
が
着
実
に
進
み
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。 

き
ょ
う
じ
ん 

つ
む 

ゆ り こ かず お 

さ の か だ ほん 

母：百合子さん　父：一男さん 
（丹後町間人） 

本田 桜乃香ちゃん（女の子） 
2月生まれ・3,346グラム 

だい こ ます だ 

かず まさ ひと み 

母：仁美さん　父：知剛さん 
（弥栄町和田野） 

増田 琥大ちゃん（男の子） 
2月生まれ・3,438グラム 

母：愛さん　父：良平さん 
（峰山町赤坂） 

松見 芽愛ちゃん（女の子） 
2月生まれ・3,242グラム 

まつ み め い 

めぐみ りょうへい 

連
携
で
地
域
振
興
を
探
る 

ジ
オ
パ
ー
ク
記
念
シ
ン
ポ 

ジオパークを通じた観光振興や地域 
活性化に向けて討論する参加者 

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
認
定
を
記
念
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
放
送
大
学
京
都
学
習
セ
ン
タ

ー
な
ど
主
催
）
が
３
月
13
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

大
宮
（
大
宮
町
）
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
ら
が
広
域

的
な
連
携
を
通
じ
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
鳥
取
県
か
ら
京
丹
後
市
ま

で
の
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
各
地
域
が
地
域
資

源
の
保
全
、
活
用
を
図
り
、
自
然
環
境
を
守
り
、
広

域
的
な
連
携
を
通
じ
た
観
光
や
産
業
振
興
の
方
策

を
探
る
の
が
目
的
。 

　
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー
の
西
田
良
平
所

長
が
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
課
題
」
と
題
し

基
調
講
演
。
そ
の
後
、
長
濱
孝
次
市
観
光
協
会
長

ら
４
人
に
よ
る「
地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
連
携
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ
れ
、
パ
ネ

ラ
ー
が
各
地
域
の
活
動
を
紹
介
。 

　
鳥
取
砂
丘
の
再
生
に
取
り
組
む
熊
田
一
隆
さ
ん

は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
全
域
を
対
象
と
し

た
旅
行
会
社
の
企
画
商
品
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘

し
た
上
で
、「
ジ
オ
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
た
統
一

的
な
企
画
商
品
の
開
発
が
必
要
だ
」
と
提
案
し
ま

し
た
。 

荻野 周平君、７回裏２番手で登板　 
おぎ  の しゅう へい  
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今月のおすすめ 

　今月号に掲載された記事からクイズを出題し
ます。全問正解者の中から抽選で5人のかたに
図書カード500円分をプレゼント！ 

◆応募方法 ◆3月号の答え 

平成23年京丹後市成人式には○○○人の新成人が出席 

市は3月19日、支援物資を福島県○○市に輸送 

地域活性化グループ「京丹後塾」が「丹後○○○○○○○」を出版 

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る
数字や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④
年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感想やイラス
トなどを明記して、秘書広報広聴課まで（宛
先は裏表紙を参照）。なお、いただいた感想や
イラストは広報紙に掲載することがあり
ます。 
◆締め切り 
4月22日（金）当日消印有効。当選者の発表は
来月号のこのコーナーで。 

①KTR　②59044　③コウノトリ 

◆3月号当選者 
小笹 静子さん（網野町網野） 
田中 慎策さん（網野町網野） 
早田 八重子さん（久美浜町丸山） 
松岡 貴子さん（網野町下岡） 
松本 正子さん（網野町木津） 

応募総数23人、19人正解でした。た
くさんのご応募ありがとうございま
した。 

おめでとうございます！ 

　日本赤十字社および中央共同募金会では、東北関東大震

災の被災者を支援するための義援金を、次のとおり受け付

けています。ご協力をお願いします。 

　なお、京丹後市においても、義援金の募金箱を各市民局

および福祉事務所、市社会福祉協議会本所と各支所に設置

しています。 

受付期限  平成23年9月30日貊まで 
受入口座  （ゆうちょ銀行） 

　5年生の祥吾は、ある事件が元で名門
私立校を自主退学し、転校先の学校で「イ
ソップ」と呼ばれる男の子に出会う。イ
ソップの顔や背中には無数の傷があっ
て―。人との接し方が分からない祥吾が
次第に変わっていく様を描いた物語です。 

■イソップ 重松清／著　文藝春秋 青木和雄／作　吉川聡子／画 
　金の星社 

　誰もが「その日」に向かって生きている。
昨日までの、そしてあしたからも続くは
ずの日常を不意に襲う、大切な人の「死」。
消えゆく命を前にして、いったい何がで
きるのか。「幸せ」とは何か、あらためて
考えさせられる感動の一冊です。 

■その日のまえに 

昭和50年代の網野町の街並みを写した写真 

紙トンボ作りに挑戦する子どもたち 

市職員人事異動 

異 動 [3月1日付] ※カッコ内は前所属  
弥栄病院 地域医療連携室 
 
  
弥栄病院 訪問看護ステーション 

（弥栄病院訪問看護ステーション 主任看護師） 

（弥栄病院看護部 看護師） 

主任看護師 

看護師 

松川 景子 

山本 久美子 

※郵便局窓口での取り扱いの場合、振替手数料は免除されます。 
※受領証の発行をご希望の場合は、振替用紙の通信欄に｢受領証
希望｣と記入してください。 

※この義援金は、寄付金控除の対象となります。 

○日本赤十字社 
　　口座番号　00140-8-507 
　　口座名義　日本赤十字社 東北関東大震災義援金 
○中央共同募金会 
　　口座番号　00170-6-518 
　　口座名義　中央共同募金会 東北関東大震災義援金 

【東北関東大震災義援金の受け入れ方法】 

生活福祉課（蕁69-0310） 

　
久
美
浜
町
の
宗
雲
寺
の
裏
山
に
、「
肥
後
の

墓
」
と
呼
ば
れ
る
、
高
さ
２
㍍
を
超
え
る
巨
大

な
２
基
の
五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
久

美
浜
に
か
つ
て
あ
っ
た
松
倉
城
の
城
主
だ
っ

た
松
井
康
之
が
、
父
・
正
之
と
母
・
法
寿
の
墓

と
し
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。 

　
松
井
康
之
は
、
戦
国
時
代
末
期
（
西
暦
１
６

０
０
年
ご
ろ
）
に
丹
後
地
域
を
治
め
て
い
た

武
将
・
細
川
氏
の
重
臣
で
し
た
。
康
之
は
、
現

在
の
久
美
浜
小
学
校
の
裏
山
に
あ
っ
た
松
倉

城
に
入
城
。
ふ
も
と
の
久
美
浜
の
街
並
み
を

整
備
し
ま
し
た
。 

　
久
美
浜
に
入
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
天
正
15

年
（
西
暦
１
５
８
７
年
）、
父
母
の
墓
を
出
身

地
の
山
城
国
（
京
都
府
南
部
）
か
ら
宗
雲
寺
へ

移
し
、
菩
提
寺
と
し
ま
し
た
。 

　
慶
長
５
年
（
西
暦
１
６
０
０
年
）
に
起
こ
っ

た
関
ヶ
原
の
合
戦
の
後
、
康
之
は
細
川
忠
興

に
従
っ
て
豊
後
国
（
大
分
県
）
の
杵
築
へ
移
住

し
、
そ
の
地
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

康
之
の
子
孫
は
肥
後
国
（
熊
本
県
）
に
移
り
、

八
代
城
の
城
主
と
な
り
ま
し
た
。
松
井
氏
は

そ
の
ま
ま
肥
後
国
で
代
を
重
ね
、
現
在
に
続

い
て
い
ま
す
。 

　
松
井
氏
が
肥
後
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
に
ち

な
み
、
宗
雲
寺
の
五
輪
塔
は
「
肥
後
の
墓
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

　
肥
後
の
墓
は
、
戦
国
時
代
の
久
美
浜
に
ゆ

か
り
の
あ
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ

り
、
平
成
３
年
７
月
15
日
付
け
で
久
美
浜
町

指
定
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定
。
市
発
足
に
あ

わ
せ
て
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
現
存
す
る
五
輪
塔
は
、
天
明
３
年
（
１

７
８
３
年
）
に
建
て
直
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

（
文
化
財
保
護
課
） 

　国の「住民生活に光をそそぐ交付金」を活用して、子どもたちの調べ学習向
けの本や、中高生・大人向けの読み物をたくさん入荷しました。読みたい本が
最寄りの図書館にない場合は他館から取り寄せられますので、お気軽にお尋
ねください。 

　2月13日、あみの図書館で科学あそび教

室を開催しました。 

　「読み物だけでなく科学的な本にも興

味や関心を持ってほしい」と願い開催。親

子連れなど約50人の参加者が、弥栄町の

深田和幸さんの指導で「紙トンボ」作りに

挑戦しました。 

　なかなかうまく飛ばせないものの、子

どもたちは工夫を重ねて何度も挑戦。会

場いっぱいに子どもたちの歓声が響き渡

りました。 

○3月号12・13ページのフォトグラフ「丹
後『農業・農村』写真コンクール」で、写
メールの部銀賞受賞者の氏名が「安見政
敏さん」とあるのは「安見政利さん」の
誤りでした。おわびして訂正します。 

○3月号16ページの「京都府のひろば」で、
林道奥寄線の位置図が大きくずれてい
ました。おわびいたします。 

おわびと訂正 

このようなことが思い浮かんだときに行く場所、

それが　京丹後市国際交流協会　です。 

　外国のかたとの交流や、国際交流を通じて

のまちづくりに関心のあるかたなど、どなた

でも参加できます。 

個人会員 

団体・法人会員 

会　　費 一口2,000円 

一口5,000円 

外国の文化を体験したい　など 

外国人のかたと話がしてみたい 

外国人や日本人と友だちになりたい 
とも 

会 員 募 集 中  

お問い合わせ先 
京丹後市国際交流協会事務局 

（企画政策課内・蕁69-0120） 

と あ 

せい き かく さく 

じ む きょく 

か ない 

きょう たん ご こくさい こう かい きょう りゅう し 

さき 

※会員数： 135人　　4団体（平成23年3月現在） 

きょう たん ご こくさい こう かい きょう りゅう し 

外国人のかたで日本語が学びたい　 

図書館だより 図書館だより 
◆開館時間／10時～18時 （峰山・あみののみ水曜は19時まで） 
　　　　　　毎週月曜・毎月1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日） 

◆問い合わせ先／　峰山図書館（蕁62-5101） 大宮図書室（蕁69-0672） 
　　　　　　　　あみの図書館（蕁72-4946） 弥栄図書室（蕁65-2101） 
　　　　　　　　久美浜図書室（蕁82-1771） 丹後図書室（蕁69-0664） 

◆貸出／1人20点まで・2週間 

4月図書館カレンダー 

10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27 28 29 30 
  1  2   3   4   5   6   7  
 8   9  10 11 12 13 14

日 月 火 水 木 金 土 

5

問1

問2

問3

広報クイズ 広報クイズ 広報クイズ 

京
丹
後
市
の
文
化
財 

京
丹
後
市
の
文
化
財 

60
 

そ
う 
う
ん 

じ 

ひ 

ご 

は
か 

肥
後
の
墓 

宗
雲
寺 

そ
う 

だ
い 

た
だ 

つ
き 

や
つ 

し
ろ 

ぶ
ん 

き 

ご 

ひ 

ご 

お
き 

て
ん 

め
い 

ぼ 

じ 

け
い
ち
ょ
う 

う
ん 

ま
つ 
く
ら 

じ 

60
 

松倉城主・松井康之の父母の墓 
宗雲寺の裏手にある肥後の墓。場所が分からないときは住職
さんなどにお尋ねください 

（
久
美
浜
町
新
町
） 

故藤本芳郎さんの写真を展示 

全館の蔵書が充実しました 

科学あそび教室「紙トンボであそぼう」を開催 

　あみの図書館に、網野町のアマチュア

写真家・故藤本芳郎さんの遺作を展示し

ています。 

　昭和50年代前半の高天山から見た網

野市街地の写真。藤本さんのご家族から

寄贈していただきました。 

　雑誌・新聞コーナーに設置してありま

すので、来館の際にはぜひご覧ください。 

あみの図書館 

東北関東大震災義援金を受け付けています 京丹後市国際交流協会 

久美浜駅久美浜駅 

久美浜中学校久美浜中学校 

京丹後警察署京丹後警察署 
久美浜交番久美浜交番 

久美浜久美浜 
保育所保育所 

市役所市役所 
久美浜庁舎久美浜庁舎 

久美浜小学校久美浜小学校 

久美浜駅 

久美浜中学校 

京丹後警察署 
久美浜交番 

久美浜 
保育所 

市役所 
久美浜庁舎 

久美浜小学校 

松倉城跡松倉城跡 
（城山公園）（城山公園） 
松倉城跡 
（城山公園） 

P

宗雲寺 

至豊岡市至豊岡市 至豊岡市 

至
峰
山
町 

かい いん しゅう ぼ ちゅう 

つう 

さん 

こ ひと くち 

ひと くち 

えん 

えん だん たい 

だん たい げんざい へいせい 

ほう じん 

かい 

がいこくじん 

がいこく 

に  ほんじん 

に  ほん 

がいこくじん 

がいこくじん 

にん ねん 

おも う い しょ 

ぶん たいけん 

はなし 

ひ 

がい こく こうりゅう こうりゅう こくさい 

かん しん 

か 

navi

かい いん 

かい いん 

かいいん 

じん 

すう 

ば 

か 

がつ 

たか てん やま 

ご まなび 
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kyotangojin

　
新
商
品
開
発
に
挑
む 

　
　
　
異
業
種
グ
ル
ー
プ 

あ て 

「スルメイカの塩辛」の完成を喜ぶ「酒肴もん屋」のメンバーたち 

 

　
丹
後
町
に
、
海
の
幸
を
使
っ
た
新
商
品
の

開
発
に
挑
戦
す
る
加
工
グ
ル
ー
プ
が
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
開
発
を
試
み
た
商
品
は
多
種
多
様
。

幾
度
と
な
く
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、

よ
う
や
く
「
塩
辛
」
の
商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

今
回
は
、
若
者
の
柔
軟
な
発
想
と
知
恵
を
生

か
し
、
新
た
な
商
品
づ
く
り
で
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
頑
張
る
「
酒
肴
も
ん
屋
」
を
紹
介

す
る
。 

 

　
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
層
は
34
〜
41
歳
。

丹
後
町
内
で
建
設
業
、
織
物
業
、

旅
館
業
な
ど
を
営
む
異
業
種
の
若

者
グ
ル
ー
プ
だ
。
平
成
21
年
、
市

商
工
会
青
年
部
の
「
新
商
品
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
を

機
に
結
成
。「
み
ん
な
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
営
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

仲
間
11
人
全
員
が
知
恵
を
絞
り
、

不
況
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」
と
、

代
表
の
長
門
弘
之
さ
ん
（
40
）
は
意

気
込
む
。 

　
ま
ず
は
、
間
人
に
あ
る
、
か
つ

て
の
民
宿
を
加
工
場
に
改
装
し
、

サ
バ
の
へ
し
こ
を
試
作
。
仕
込
み

方
法
は
お
年
寄
り
か
ら
教
わ
っ
た
。

新
た
な
味
を
探
る
た
め
に
、
カ
レ
ー

や
チ
ー
ズ
味
の
洋
風
へ
し
こ
も
試
み
た
。
海

藻
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
を
お
茶
や
つ
く
だ
煮
に
し

て
み
た
り
も
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
も
満
足
で
き
る
味
が

出
せ
ず
に
断
念
。
商
品
化
の
難
し
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
と
い
う
。「
失
敗
の
連
続
で
、
そ

の
た
び
に
心
が
折
れ
ま
し
た
ね
」
と
長
門
さ

ん
は
苦
笑
す
る
。 

　「
や
は
り
、
基
礎
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性

を
感
じ
た
」
と
い
う
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
へ
し
こ

で
有
名
な
福
井
県
美
浜
町
に
足
を
運
び
、
研
究

を
重
ね
た
末
に
地
元
産
の
ハ
マ
チ
を
使
う
こ

と
を
考
案
。
こ
れ
ま
で
に
計
２
７
０
匹
を
仕
込

ん
だ
。「
ま
だ
ま
だ
試
作
段
階
だ
が
、
必
ず
販

売
に
結
び
付
け
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。 

　
へ
し
こ
が
漬
け
上
が
る
ま
で
の
期
間
を
利

用
し
て
試
作
を
重
ね
て
き
た
、
イ
カ
墨
を
か
ら

め
た
〝
ス
ル
メ
イ
カ
の
塩
辛
〞
が
、
今
春
よ
う

や
く
完
成
。「
イ
カ
墨
の
ほ
ど
よ
い
風
味
が
特
徴
。

し
つ
こ
く
な
い
味
に
仕
上
が
っ
た
」
と
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
満
足
げ
だ
。
毎
月
第
１
土
曜
日
に
峰
山

町
で
開
か
れ
る
「
御
旅
市
場
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

な
ど
で
売
り
出
す
予
定
だ
と
い
う
。 

　
奥
田
賢
助
さ
ん
（
40
）
は
「
僕
た
ち
の
取
り

組
み
が
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
う

れ
し
い
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
肉
を
使
っ
た

新
商
品
の
開
発
も
試
し
た
い
」
と
意
欲
的
。「
他

の
食
品
業
界
と
の
交
流
も
必
要
。
そ
こ
か
ら

新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
」
と
、

畑
中
一
則
さ
ん
（
38
）
も
前
向
き
だ
。 

　
彼
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
今
後
も
続
く
―
― 

あ 

て た
い
ざ 

お 

た
び 

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる 

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト 

ひと ・人・ ヒト ひと ・人・ ヒト 

つ
ぶ
や
き 

つ
ぶ
や
き 

人口・世帯数 

男　　   29,506人 
女　　   31,568人 
計　　   61,074人 
世帯数　22,207世帯 

（－27） 
（－51） 
（－78） 
（－10） 

  

▼
今
月
号
を
も
っ
て
、
広
報
担
当

か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
を
担
当
し
た
の
は
わ
ず
か

２
年
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

▼
11
月
号
の
「
水
特
集
」
の
取
材

で
丹
後
各
地
の
名
水
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
っ
た
り
、
２
月
号
の
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
「
峰
山
高
美
術
部
日
本
画

に
挑
戦
」
で
は
、
頑
張
っ
て
い
る

高
校
生
の
姿
を
伝
え
よ
う
と
、
半

年
に
わ
た
っ
て
密
着
取
材
し
た

り
…
。
何
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
人

と
出
会
い
、
交
流
で
き
た
こ
と
が

一
番
の
収
穫
で
し
た
。 

▼
短
い
間
で
し
た
が
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年

度
は
新
体
制
と
な
っ
て
、
さ
ら
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
広
報
紙
を

お
届
け
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

／
信 

3月1日現在・カッコ内は前月比。
住民基本台帳による。 
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負けるな東北！！ がんばれ東北！！京丹後は全力で応援します 

京 
丹後 
人 

12
「酒肴もん屋」 

丹後町 

東北地方太平洋沖地震京丹後市災害支援対策本部 


